
平成１７年田村市議会９月定例会会議録

（第６号）

○会 議 月 日 平成１７年９月２６日（月曜日）

○出 席 議 員（６７名）

議 長 三 瓶 利 野

１番 七 海 博 議 員 ２番 木 村 高 雄 議 員

３番 箭 内 幸 一 議 員 ４番 佐 藤 貴 夫 議 員

５番 渡 邉 勝 議 員 ６番 吉 田 一 郎 議 員

７番 佐 藤 喬 議 員 ８番 佐 藤 義 博 議 員

９番 佐 藤 忠 議 員 １０番 先 崎 温 容 議 員

１１番 永 山 弘 議 員 １２番 吉 田 紳太郎 議 員

１３番 遠 藤 文 雄 議 員 １４番 石 井 市 郎 議 員

１５番 新 田 耕 司 議 員 １６番 本 田 芳 一 議 員

１７番 秋 元 正 登 議 員 １８番 根 本 浩 議 員

１９番 橋 本 紀 一 議 員 ２１番 新 田 秋 次 議 員

２２番 石 井 俊 一 議 員 ２３番 橋 本 善 正 議 員

２４番 松 本 道 男 議 員 ２５番 吉 田 文 夫 議 員

２６番 渡 辺 勇 三 議 員 ２７番 小 林 清 八 議 員

２８番 村 上 好 治 議 員 ２９番 猪 瀬 明 議 員

３０番 宗 像 清 二 議 員 ３１番 渡 辺 ミヨ子 議 員

３２番 松 本 敏 郎 議 員 ３３番 小 林 寅 賢 議 員

３４番 松 本 熊 吉 議 員 ３５番 宗 像 宗 吉 議 員

３６番 本 田 仁 一 議 員 ３７番 浦 山 行 男 議 員

３９番 横 井 孝 嗣 議 員 ４０番 白 岩 吉 治 議 員

４１番 石 井 喜 壽 議 員 ４２番 本 田 正 一 議 員

４３番 吉 田 忠 議 員 ４４番 白 石 治 平 議 員

４５番 渡 邊 鐵 藏 議 員 ４６番 早 川 栄 二 議 員

４８番 箭 内 仁 一 議 員 ４９番 村 越 崇 行 議 員
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５０番 長谷川 元 行 議 員 ５１番 橋 本 文 雄 議 員

５２番 石 井 忠 治 議 員 ５３番 安 藤 勝 議 員

５４番 半 谷 理 孝 議 員 ５５番 吉 田 豊 議 員

５６番 佐久間 金 洋 議 員 ５７番 照 山 成 信 議 員

５８番 佐 藤 孝 義 議 員 ５９番 松 本 哲 雄 議 員

６０番 大和田 一 夫 議 員 ６１番 渡 邉 文太郎 議 員

６２番 安 藤 嘉 一 議 員 ６３番 佐 藤 弥太郎 議 員

６４番 面 川 俊 和 議 員 ６５番 松 崎 功 議 員

６６番 宗 像 公 一 議 員 ６７番 柳 沼 博 議 員

６８番 橋 本 吉ム村 議 員 ６９番 菅 野 善 一 議 員

○欠 席 議 員 （ ２名）

３８番 白 岩 行 議 員 ４７番 吉 田 正 直 議 員

○説明のため出席した者の職氏名

市 長 冨 塚 宥 助 役 鹿 俣 潔

収 入 役 村 上 正 夫 総 務 部 長 相 良 昭 一

生活福祉部長
企画調整部長 郡 司 健 一 兼福祉事務所長 秋 元 正 信

産業建設部長 塚 原 正 滝根行政局長 青 木 邦 友

大越行政局長 吉 田 良 一 都路行政局長 新 田 正

常葉行政局長 白 石 幸 男 船引行政局長 佐 藤 輝 男

総務部総務課長 佐 藤 健 吉 総務部財政課長 助 川 弘 道

企 画 調 整 部
総務部税務課長 吉 田 拓 夫 企画調整課長 橋 本 隆 憲

企 画 調 整 部 生 活 福 祉 部
観光交流課長 白 石 忠 臣 生活環境課長 渡 辺 貞 一

生 活 福 祉 部 生 活 福 祉 部
保 健 課 長 加 藤 与 市 福 祉 課 長 本 多 正

産 業 建 設 部 産 業 建 設 部
産 業 課 長 加 藤 久 雄 参事兼建設課長 宗 像 正 嗣

産 業 建 設 部
下 水 道 課 長 渡 辺 行 雄 出 納 室 長 宗 像 トク子
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教 育 委 員 長 白 岩 正 信 教 育 長 大 橋 重 信

教育委員会事務局
教 育 次 長 宗 像 泰 司 教育総務課長 吉 田 博

教育委員会事務局 教育委員会事務局参事
学校教育課長 佐久間 光 春 兼生涯学習課長 堀 越 則 夫

選挙管理委員会
選挙管理委員長 鈴 木 季 一 事 務 局 長 佐 藤 健 吉

代表監査委員 武 田 義 夫 監査委員事務局長 白 石 喜 一

農 業 委 員 会
農業委員会会長 宗 像 紀 人 事 務 局 長 塚 原 正

農 業 委 員 会
事務局総務課長 根 本 位 水道事業所長 助 川 俊 光

○事務局出席職員職氏名

事 務 局 長 白 石 喜 一 総 務 課 長 渡 辺 新 一

主 任 主 査 石 井 孝 行 主 任 主 査 斎 藤 忠 一

主 事 渡 辺 誠 主 事 大 越 貴 子

○議 事 日 程

日程第 １ 付託議案の常任委員会審査結果報告

日程第 ２ 議案第 ５８号 田村市表彰条例の制定について

日程第 ３ 議案第 ５９号 田村市健康づくり推進協議会設置条例の制定につい

て

日程第 ４ 議案第 ６０号 田村市水道事業運営審議会条例の制定について

日程第 ５ 議案第 ６１号 田村市税特別措置条例の一部を改正する条例につい

て

日程第 ６ 議案第 ６２号 田村市手数料徴収条例の一部を改正する条例につい

て

日程第 ７ 議案第 ６３号 田村市重度心身障害者医療費の給付に関する条例の

一部を改正する条例について

日程第 ８ 議案第 ６４号 福島県市町村総合事務組合の規約の変更について

日程第 ９ 議案第 ６５号 福島県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体

の数の減少について
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日程第 １０ 議案第 ６６号 福島県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体

の数の減少及び同組合規約の変更について

日程第 １１ 議案第 ６７号 田村市公の施設に係る指定管理者の指定手続等に関

する条例の制定について

日程第 １２ 議案第 ６８号 田村市滝根総合福祉センター設置条例の制定につい

て

日程第 １３ 議案第 ６９号 田村市在宅介護支援センター設置条例の制定につい

て

日程第 １４ 議案第 ７０号 田村市高齢者生活福祉センター条例の制定について

日程第 １５ 議案第 ７１号 田村市老人福祉センター条例の制定について

日程第 １６ 議案第 ７２号 田村市デイサービスセンター条例の制定について

日程第 １７ 議案第 ７３号 田村市情報公開条例の一部を改正する条例について

日程第 １８ 議案第 ７４号 田村市個人情報保護条例の一部を改正する条例につ

いて

日程第 １９ 議案第 ７５号 田村市ふれあいと秩序の広場条例の一部を改正する

条例について

日程第 ２０ 議案第 ７６号 田村市体育施設条例の一部を改正する条例について

日程第 ２１ 議案第 ７７号 田村市児童遊び場条例の一部を改正する条例につい

て

日程第 ２２ 議案第 ７８号 田村市屋内ゲートボール場条例の一部を改正する条

例について

日程第 ２３ 議案第 ７９号 田村市農村集会施設条例の一部を改正する条例につ

いて

日程第 ２４ 議案第 ８０号 田村市農村広場条例の一部を改正する条例について

日程第 ２５ 議案第 ８１号 田村市農村公園条例の一部を改正する条例について

日程第 ２６ 議案第 ８２号 田村市大越農村婦人の家条例の一部を改正する条例

について

日程第 ２７ 議案第 ８３号 田村市都路地域特産品処理加工施設条例の一部を改

正する条例について

日程第 ２８ 議案第 ８４号 田村市大越転作技術研修センター条例の一部を改正
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する条例について

日程第 ２９ 議案第 ８５号 田村市おおごえふるさと館条例の一部を改正する条

例について

日程第 ３０ 議案第 ８６号 田村市文化の館ときわ条例の一部を改正する条例に

ついて

日程第 ３１ 議案第 ８７号 田村市滝根森林総合利用施設条例の一部を改正する

条例について

日程第 ３２ 議案第 ８８号 田村市船引総合利用自然林条例の一部を改正する条

例について

日程第 ３３ 議案第 ８９号 田村市畜産管理センター条例の一部を改正する条例

について

日程第 ３４ 議案第 ９０号 田村市殿上観光牧場条例の一部を改正する条例につ

いて

日程第 ３５ 議案第 ９１号 田村市カブトムシ自然の森条例の一部を改正する条

例について

日程第 ３６ 議案第 ９２号 田村市レストハウス釜山条例の一部を改正する条例

について

日程第 ３７ 議案第 ９３号 田村市滝根農産物等処理加工場条例の一部を改正す

る条例について

日程第 ３８ 議案第 ９４号 鍾乳洞管理条例の一部を改正する条例について

日程第 ３９ 議案第 ９５号 田村市天地人館条例の一部を改正する条例について

日程第 ４０ 議案第 ９６号 国民休養地仙台平キャンプ場条例の一部を改正する

条例について

日程第 ４１ 議案第 ９７号 田村市星の村条例の一部を改正する条例について

日程第 ４２ 議案第 ９８号 田村市星の村ふれあい館条例の一部を改正する条例

について

日程第 ４３ 議案第 ９９号 田村市船引コミュニティプラザ条例の一部を改正す

る条例について

日程第 ４４ 議案第１００号 田村市索道事業施設条例の一部を改正する条例につ

いて
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日程第 ４５ 議案第１０１号 田村市滝根コミュニティセンター条例の一部を改正

する条例について

日程第 ４６ 議案第１０２号 田村市グリーンパーク都路草原の家やすらぎ条例の

一部を改正する条例について

日程第 ４７ 議案第１０３号 田村市営住宅集会所条例の一部を改正する条例につ

いて

日程第 ４８ 議案第１０４号 田村市都市公園条例の一部を改正する条例について

日程第 ４９ 議案第１０５号 田村市農業集落排水処理施設条例の一部を改正する

条例について

日程第 ５０ 議案第１０６号 平成１７年度田村市一般会計補正予算（第２号）に

ついて

日程第 ５１ 議案第１０７号 平成１７年度田村市国民健康保険特別会計補正予算

（第１号）について

日程第 ５２ 議案第１０８号 平成１７年度田村市簡易水道事業特別会計補正予算

（第１号）について

日程第 ５３ 議案第１０９号 平成１７年度田村市農業集落排水事業特別会計補正

予算（第１号）について

日程第 ５４ 議案第１１０号 平成１７年度田村市授産場事業特別会計補正予算

（第１号）について

日程第 ５５ 議案第１１１号 平成１７年度田村市総合福祉センター特別会計補正

予算（第１号）について

日程第 ５６ 議案第１１２号 平成１７年度田村市診療所事業特別会計補正予算

（第１号）について

日程第 ５７ 議案第１１３号 平成１７年度田村市歯科診療所事業特別会計補正予

算（第１号）について

日程第 ５８ 議案第１１４号 平成１７年度田村市老人保健特別会計補正予算（第

１号）について

日程第 ５９ 議案第１１５号 平成１７年度田村市介護保険特別会計補正予算（第

１号）について

日程第 ６０ 議案第１１６号 平成１７年度田村市水道事業会計補正予算（第１号）
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について

日程第 ６１ 認定第 ３９号 平成１６年度田村市一般会計歳入歳出決算認定につ

いて

日程第 ６２ 認定第 ４０号 平成１６年度田村市国民健康保険特別会計歳入歳出

決算認定について

日程第 ６３ 認定第 ４１号 平成１６年度田村市簡易水道事業特別会計歳入歳出

決算認定について

日程第 ６４ 認定第 ４２号 平成１６年度田村市滝根町観光事業特別会計歳入歳

出決算認定について

日程第 ６５ 認定第 ４３号 平成１６年度田村市都路町観光事業特別会計歳入歳

出決算認定について

日程第 ６６ 認定第 ４４号 平成１６年度田村市農業集落排水事業特別会計歳入

歳出決算認定について

日程第 ６７ 認定第 ４５号 平成１６年度田村市宅地造成特別会計歳入歳出決算

認定について

日程第 ６８ 認定第 ４６号 平成１６年度田村市公共下水道事業特別会計歳入歳

出決算認定について

日程第 ６９ 認定第 ４７号 平成１６年度田村市授産場事業特別会計歳入歳出決

算認定について

日程第 ７０ 認定第 ４８号 平成１６年度田村市総合福祉センター特別会計歳入

歳出決算認定について

日程第 ７１ 認定第 ４９号 平成１６年度田村市船引東部地区土地区画整理事業

特別会計歳入歳出決算認定について

日程第 ７２ 認定第 ５０号 平成１６年度田村市診療所事業特別会計歳入歳出決

算認定について

日程第 ７３ 認定第 ５１号 平成１６年度田村市歯科診療所事業特別会計歳入歳

出決算認定について

日程第 ７４ 認定第 ５２号 平成１６年度田村市老人保健特別会計歳入歳出決算

認定について

日程第 ７５ 認定第 ５３号 平成１６年度田村市介護保険特別会計歳入歳出決算
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認定について

日程第 ７６ 認定第 ５４号 平成１６年度田村市水道事業会計歳入歳出決算認定

について

日程第 ７７ 付託議案の特別委員会審査結果報告

日程第 ７８ 認定第 ４号 平成１６年度滝根町一般会計歳入歳出決算認定につ

いて

日程第 ７９ 認定第 ５号 平成１６年度滝根町国民健康保険特別会計歳入歳出

決算認定について

日程第 ８０ 認定第 ６号 平成１６年度滝根町老人保健特別会計歳入歳出決算

認定について

日程第 ８１ 認定第 ７号 平成１６年度滝根町介護保険特別会計歳入歳出決算

認定について

日程第 ８２ 認定第 ８号 平成１６年度滝根町観光事業特別会計歳入歳出決算

認定について

日程第 ８３ 認定第 ９号 平成１６年度滝根町簡易水道事業特別会計歳入歳出

決算認定について

日程第 ８４ 認定第 １０号 平成１６年度滝根町公共下水道事業特別会計歳入歳

出決算認定について

日程第 ８５ 認定第 １１号 平成１６年度滝根町農業集落排水事業特別会計歳入

歳出決算認定について

日程第 ８６ 認定第 １２号 平成１６年度滝根町宅地造成特別会計歳入歳出決算

認定について

日程第 ８７ 認定第 １３号 平成１６年度大越町一般会計歳入歳出決算認定につ

いて

日程第 ８８ 認定第 １４号 平成１６年度大越町老人保健特別会計歳入歳出決算

認定について

日程第 ８９ 認定第 １５号 平成１６年度大越町国民健康保険特別会計歳入歳出

決算認定について

日程第 ９０ 認定第 １６号 平成１６年度大越町介護保険特別会計歳入歳出決算

認定について
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日程第 ９１ 認定第 １７号 平成１６年度都路村一般会計歳入歳出決算認定につ

いて

日程第 ９２ 認定第 １８号 平成１６年度都路村診療所特別会計歳入歳出決算認

定について

日程第 ９３ 認定第 １９号 平成１６年度都路村歯科診療所特別会計歳入歳出決

算認定について

日程第 ９４ 認定第 ２０号 平成１６年度都路村国民健康保険特別会計歳入歳出

決算認定について

日程第 ９５ 認定第 ２１号 平成１６年度都路村老人保健特別会計歳入歳出決算

認定について

日程第 ９６ 認定第 ２２号 平成１６年度都路村介護保険特別会計歳入歳出決算

認定について

日程第 ９７ 認定第 ２３号 平成１６年度都路村簡易水道特別会計歳入歳出決算

認定について

日程第 ９８ 認定第 ２４号 平成１６年度都路村観光事業特別会計歳入歳出決算

認定について

日程第 ９９ 認定第 ２５号 平成１６年度常葉町一般会計歳入歳出決算認定につ

いて

日程第１００ 認定第 ２６号 平成１６年度常葉町国民健康保険特別会計歳入歳出

決算認定について

日程第１０１ 認定第 ２７号 平成１６年度常葉町簡易水道特別会計歳入歳出決算

認定について

日程第１０２ 認定第 ２８号 平成１６年度常葉町老人保健特別会計歳入歳出決算

認定について

日程第１０３ 認定第 ２９号 平成１６年度常葉町下水道特別会計歳入歳出決算認

定について

日程第１０４ 認定第 ３０号 平成１６年度常葉町介護保険特別会計歳入歳出決算

認定について

日程第１０５ 認定第 ３１号 平成１６年度船引町一般会計歳入歳出決算認定につ

いて
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日程第１０６ 認定第 ３２号 平成１６年度船引町国民健康保険特別会計歳入歳出

決算認定について

日程第１０７ 認定第 ３３号 平成１６年度船引町老人保健特別会計歳入歳出決算

認定について

日程第１０８ 認定第 ３４号 平成１６年度船引町介護保険特別会計歳入歳出決算

認定について

日程第１０９ 認定第 ３５号 平成１６年度船引町授産場特別会計歳入歳出決算認

定について

日程第１１０ 認定第 ３６号 平成１６年度船引町総合福祉センター特別会計歳入

歳出決算認定について

日程第１１１ 認定第 ３７号 平成１６年度船引町船引東部地区土地区画整理事業

特別会計歳入歳出決算認定について

日程第１１２ 認定第 ３８号 平成１６年度船引町公共下水道事業特別会計歳入歳

出決算認定について

日程第１１３ 陳情第 １３号 田村市役所本庁舎の早期建設についての陳情書

日程第１１４ 陳情第 １４号 農村活性化センターの畜産管理センター運営の継続

について

日程第１１５ 継続審査となっていた陳情の常任委員会審査結果報告

日程第１１６ 市議会議員選挙区制度に関する調査特別委員会調査結果報告

追加日程

日程第 １ 議案第１１７号 平成１７年度田村市一般会計補正予算（第３号）に

ついて

日程第 ２ 発議第 １５号 義務教育費国庫負担制度の堅持と充実を求める意見

書の提出について

日程第 ３ 発議第 １６号 田村市議会議員選挙区設置条例の制定について

○本日の会議に付した事件

議事日程のとおり

午前１０時００分 開議
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○議長（三瓶利野） おはようございます。

都合により、１５番新田耕司君は出席がおくれます。

会議規則第２条の規定による欠席の届け出者は、４７番吉田正直君、６８番白岩 行君であ

ります。

大変失礼いたしました。訂正いたします。

ただいま白岩 行議員の議席ナンバーを６８番と申し上げましたが、３８番の間違いであり

ましたので、訂正いたします。

ただいまの出席議員は６６名であります。定足数に達しておりますので、これより本日の

会議を開きます。

本日の議事日程はお手元に配付いたしました議事日程（第６号）のとおりであります。

日程第１ 付託議案の常任委員会審査結果報告

○議長（三瓶利野） 日程第１、付託議案の常任委員会審査結果報告を行います。

各常任委員会に付託しておりました議案第５８号から議案第 １１６号まで並びに認定第３９号

から認定第５４号までの７５議案について、各常任委員長から審査結果の報告を求めます。

初めに、総務企画常任委員長佐藤義博君。佐藤総務企画常任委員長。

（総務企画常任委員長 佐藤義博登壇）

○総務企画常任委員長（佐藤義博） 総務企画常任委員会に付託されました審査の経過と結

果について御報告いたします。

定例会９日目の本会議において総務企画常任委員会に付託されました田村市表彰条例の

制定、指定管理者制度に係る条例の一部改正、平成１７年度の田村市一般会計補正予算など

議案２４件、平成１６年度田村市各会計歳入歳出決算認定など認定案件４件について、９月１６

日、９月２０日の２日間にわたり、各所管課ごとに審査を行いましたので、審査経過と結果

について御報告いたします。

９月１６日、午前１０時、委員１４名出席のもと、総務企画常任委員会を開会いたし、初めに、

議案第５８号 田村市表彰条例の制定について審査をいたしました。

本案は、合併協定の中で「表彰制度については新市において新たな制度を創設する」と

協議されており、今回、市として表彰の種類を功労表彰、一般表彰、善行表彰の３種類と

定めて、政治、経済、教育文化、社会福祉、その他各般にわたって市勢振興に寄与された

方並びに団体を表彰しようとするもので、その内容においてこれを評価できるものであり
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ます。委員会審査の中で、一部の見直し論もありましたが、原案のとおり可決すべきもの

と決しました。

次に、議案第６１号 田村市税特別措置条例の一部を改正する条例について申し上げます。

本案は、地方税の課税免除または不均一課税に伴う措置が適用される省令が施行された

ことに伴い、過疎地域における課税免除の規定を改正しようとするものであり、原案のと

おり可決すべきものと決しました。

次に、議案第６４号 福島県市町村総合事務組合の規約の変更について申し上げます。

本案は、水防法及び土砂災害防止対策の推進に関する法律の一部が改正されたことに伴

い、消防団員などが水防に従事した場合の災害に対する補償事務を規定した条文を改正す

るものであり、全委員一致、原案のとおり可決すべきものと決しました。

次に、議案第６５号 福島県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少につ

いて申し上げます。

本案は、平成１７年９月３０日をもって会津高田町、会津本郷町及び新鶴村を組合から脱退

させ、同年１０月１日から会津美里町を組合に加入させること、平成１７年１１月１日に会津若

松市と合併する河東町を組合から脱退させること、また、平成１７年１１月６日をもって白河

市、表郷村、大信村及び東村を組合から脱退させ、同年１１月７日から引き続き白河市の常

勤職員に対する退職手当の支給事務以外の共同処理事務を行うため、同組合に加入させる

ものであり、全委員一致、原案のとおり可決すべきものと決しました。

次に、議案第６６号 福島県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び

同組合規約の変更について申し上げます。

本案は、平成１７年１１月３０日をもって二本松市、安達町及び東和町を組合から脱退させ、

同年１２月１日から二本松市を全共同事務を行うため、同組合に加入させるとともに、組合

規約の構成団体の中の「田村市」を「二本松市、田村市」と一部改め、平成１７年１２月１日

から適用させようとするもので、全委員一致、原案のとおり可決すべきものと決しました。

次に、議案第６７号 田村市公の施設に係る指定管理者の指定手続などに関する条例の制

定について申し上げます。

本案は、平成１５年６月の地方自治法の一部改正により、従来の管理委託制度が廃止され、

指定管理者制度が導入され、現在管理を委託している公の施設については、改正法施行後

３年以内に、指定管理者制度へ移行するか直営にするかを決定しなければなりません。指

定管理者の指定手続、管理基準及び業務の範囲、その他必要な事項など、どの施設にも共
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通する事項について条例を制定するものであり、全委員一致、原案のとおり可決すべきも

のと決しました。

次に、議案第７３号 田村市情報公開条例の一部を改正する条例について申し上げます。

本案は、指定管理者がこの条例の趣旨にのっとり、情報公開を行うために必要な措置を

講ずるよう指導に努める規定を追加し、一部改正を行うものであり、全委員一致、原案の

とおり可決すべきものと決しました。

次に、議案第７４号 田村市個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定について申し

上げます。

本案は、個人情報を取り扱う事務の委託を受け、その事務に従事している者または従事

していた者は、個人情報を他人に漏らし、または不当な目的に使用してはならないという

規定を指定管理者にも適用しようとする条例の改正をするものでありまして、全委員一致、

原案のとおり可決すべきものと決しました。

次に、議案第７５号 田村市ふれあいと秩序の広場条例の一部を改正する条例について申

し上げます。

この条例の第７条の管理の委託を廃止し、市の直営にする条例を一部改正する条例で、

原案のとおり可決すべきものと決しました。

次に、議案第８７号 田村市滝根森林総合利用施設条例の一部を改正する条例について、

議案第８９号 田村市畜産管理センター条例の一部を改正する条例について、議案第９０号

田村市殿上観光牧場条例の一部を改正する条例について、議案第９１号 田村市カブトムシ

自然の森条例の一部を改正する条例について、議案第９２号 田村市レストハウス釜山条例

の一部を改正する条例について、議案第９３号 田村市滝根農産物等処理加工場条例の一部

を改正する条例について、議案第９４号 鍾乳洞管理条例の一部を改正する条例について、

議案第９５号 田村市天地人館条例の一部を改正する条例について、議案第９６号 国民休養

地仙台平キャンプ場条例の一部を改正する条例について、議案第９７号 田村市星の村条例

の一部を改正する条例について、議案第９８号 田村市星の村ふれあい館条例の一部を改正

する条例について、議案第 １００号 田村市策道事業施設条例の一部を改正する条例につい

て、議案第 １０１号 田村市滝根コミュニティセンター条例の一部を改正する条例について、

議案第 １０２号 田村市グリーンパーク都路草原の家やすらぎ条例の一部を改正する条例に

ついて申し上げます。

ただいまの議案１４件につきましては、この施設において、指定管理者制度の導入を図る
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ため、また、委託に関する規定を削除するための条例の一部改正を行うものであり、全委

員一致、原案のとおり可決すべきものと決しました。

次に、議案第 １０６号 平成１７年度田村市一般会計補正予算（第２号）について申し上げ

ます。

本案は、定例会９日目の本会議において、各委員会に分割付託されましたことから、各

所管課ごとにこの歳入歳出補正予算について審査を行いました。

歳出の主なものは、田村市表彰式の経費、未登記物件登記委託料、公共施設のアスベス

ト対策事業費、スマートインターチェンジ設置の調査費及び総合計画策定経費であります。

総務課所管では、１１月予定の田村市表彰式に係る経費が計上され、そのほかでは、７月

１日付人事異動による人件費等でありました。

財政課所管では、歳入は、その確定に伴い、地方交付税８億 ７，８１１万 ７，０００円を増額す

るなど、歳出は、財産管理費において合併前に旧町村で施行した未登記物件登記のための

分筆測量委託料、アスベスト対策事業費であります。

議会費については、常任委員会、議会運営委員会及び特別委員会の視察研修経費の追加

予算であります。

税務課所管では、主なものは、７月１日付人事異動による税務総務費の減額、固定資産、

償却資産のデータベース化に係る予算であります。

企画調整課所管では、その主な歳出は、合併記念イベントに係る記念事業費、スマート

インターチェンジ設置要望のための調査費及び総合計画策定費などであります。

次に、観光交流課所管では、アメリカマンスフィールド市との交流事業に係る国際交流

事業の減額補正などでありました。

以上、新市のまちづくりのための補正予算、いずれも歳入に見合った歳出を予算化した

もので、全委員一致、原案のとおり可決すべきものと決しました。

次に、認定第３９号 平成１６年度田村市一般会計歳入歳出決算認定について申し上げます。

本案は、平成１７年３月１日における市町村合併により、平成１７年２月末で打ち切られた

旧町村の残予算と残務の事務事業を継承した田村市の３月一カ月間の暫定予算に係る決算

で、各課所管審査をいたしましたところ、適正に執行されており、全委員一致、原案のと

おり認定すべきものと決しました。

次に、認定第４２号 平成１６年度田村市滝根町観光事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て申し上げます。
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本案については、認定第３９号と同様、３月一カ月間の暫定予算に係る決算で、適正に執

行されており、全委員一致、原案のとおり認定すべきものと決しました。

次に、認定第４３号 平成１６年度田村市都路町観光事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て申し上げます。

本案についても、認定第３９号と同様、３月一カ月間の暫定予算に係る決算で、適正に執

行されており、全委員一致、原案のとおり認定すべきものと決しました。

次に、認定第４５号 平成１６年度田村市宅地造成特別会計歳入歳出決算認定について申し

上げます。

認定第３９号と同様、３月一カ月間の暫定予算に係る決算で、適正に執行されており、全

委員一致、原案のとおり認定すべきものと決しました。

以上、総務企画常任委員会に付託されました全議案については、審査の結果、すべて原

案のとおり可決並びに認定すべきものと決しました。

以上で審査報告を終わります。御審議の上、御議決くださるようよろしくお願いいたし

ます。

○議長（三瓶利野） 次に、生活福祉常任委員長橋本善正君。橋本生活福祉常任委員長。

（生活福祉常任委員長 橋本善正登壇）

○生活福祉常任委員長（橋本善正） おはようございます。

生活福祉常任委員会の報告を申し上げます。

平成１７年田村市議会９月定例会において、平成１７年９月１４日付、議案付託表により当委

員会に付託のありました議案１８件、認定８件、計２６件につきまして、９月１６日、２０日の２

日間審議を行いました。その審議の結果は、委員会審査報告書のとおりで、いずれも原案

のとおり可決することに決定をしました。

また、８月５日、所管事務調査により、焼却施設の現地調査をいたしましたので、あわ

せてその経過について御報告を申し上げます。

審査中の意見経過についての概要を申し上げます。

議案第５９号 田村市健康づくり推進協議会設置条例の制定については、形式的な運営と

いうことではなく、市に対し市民の健康について提案できるような組織体制づくりを望む

という要望がなされました。

次に、議案第６２号 田村市手数料徴収条例の一部を改正する条例については、施行月日

を１０月１日に設定した根拠とは何かというふうな意見がなされました。
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次に、議案第６３号 田村市重度心身障害者医療費の給付に関する条例の一部を改正する

条例については、福島県重度心身障害者医療費補助事業の改正に伴うもので、田村市とし

ては、入院時の食事に要する費用を適用外とし、適用を平成１８年４月１日診療分からとし、

１０月１日からの６カ月間、市で負担するという措置であり、理解をいたすところでござい

ますが、今日、相次ぐ社会保障の切り捨てや国民負担増によって、障害者の皆さんは相当

な費用負担を強いられている。自治体の使命は、弱者に対して光を当てること、より防波

堤になることであり、市が引き続き助成をし、この事業を継続すべきであるという意見が

あったが、財源確保並びに財政健全化のための条例改正の措置であり、採決の結果、原案

のとおり可決すべきが多数であり、原案のとおり可決することに決定をしました。

次に、議案第６８号 田村市滝根総合福祉センター設置条例の制定については、地方自治

法の改正によって公の施設の指定管理者制度が創設され、田村市においては、本定例会議

案第６７号 田村市公の施設に係る指定管理者の指定手続等に関する条例の制定について提

案されましたが、本案について、指定管理者制度の導入は、管理運用、民間営利業者に全

面的に開放することにより、市民に対してのサービスは量的・質的にも変化し、利用料の

値上げで住民負担がふえること、または経営難による事業者の撤退問題がある。住民の声

が直接運営に反映され、だれもが安心して利用できる安定的に運営され、継続的に専門性

を発揮できる職員を配置し、市が責任を持って運営することが、公共施設の公共性や施設

の機能を向上させるためにも不可欠であるという意見もありました。

議案第６９号 田村市在宅介護支援センター設置条例について、議案第７０号 田村市高齢

者生活福祉センター条例について、議案第７１号 田村市老人福祉センター条例について及

び議案第７２号 田村市デイサービスセンター条例の制定については、議案第６８号に関連し

ての件がありました。また、関連する休館日の扱いなど、統一された条例の制定が求めら

れる。いま一度見直す必要があるというふうな意見もありました。

議案第７７号 田村市児童遊び場条例の一部を改正する条例については、特定の場所に対

する条例であり、市には類似した施設がたくさんある。ほかの施設の整合性を今後検討す

べきである。また、行政局中心といっても、市民から見れば、同じ条件を望んでいるとい

うふうな意見もなされました。

議案第 １０６号 平成１７年度 田村市一般会計補正予算（第２号）についてを申し上げま

す。

まず初めに、生活環境関係については、防犯対策費２９万 ４，０００円が計上され、防犯パト
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ロールのマグネット板作成ということであるが、ボランティア団体が各地区で活動してい

るが、団体に対しての育成に何か不足しているのではないかという意見があり、今後検討

すべきことであるという要望がありました。

次に、福祉関係については、身体障害福祉費の中の報償費については、全国障害者スポ

ーツ大会が岡山市で開催され、我が田村市から３名、常葉町１名、船引町２名の激励金で

あり、１人当たり２万円の支給の内容であります。

次に、議案第 １１５号 平成１７年度田村市介護保険特別会計補正予算（第１号）について

は、予測が難しいながらも予備費の運用については統一した考えを持ち、適正な予算執行

に努められたい。

認定に入ります。

認定第３９号 平成１６年度田村市一般会計歳入歳出決算認定については、１カ月の認定で

あるが、敬老祝い金は支払われるところと支払われないところがあり、同一に改めるべき

であるという意見がありました。

認定第４０号 平成１６年度田村市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定については、出

産費用が多額で実費負担が伴う。全国の自治体の中では、出産関係で福祉予算を支給して

いるところがあり、市としても前向きに善処されたいという要望がありました。また、短

期資格証明書発行は権利を奪う資格証明書であり、いかなる状況でも短期保険証は発行す

べきでないという意見もありました。

認定第４７号、認定第４８号、認定第５０号、認定第５１号、認定第５２号及び認定第５３号、各特

別会計歳入歳出決算認定につきましては、原案のとおり認定することに決しました。

大変失礼しました。

議案第 １０７号 平成１７年度田村市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）、議案第

１１０号 平成１７年度田村市授産場事業特別会計補正予算（第１号）、議案第 １１１号 平成

１７年度田村市総合福祉センター特別会計補正予算（第１号）、議案第 １１２号 平成１７年度

田村市診療所事業特別会計補正予算（第１号）、議案第 １１３号 平成１７年度田村市歯科診

療所事業特別会計補正予算（第１号）及び議案第 １１４号 平成１７年度老人保健特別会計補

正予算（第１号）につきましては、委員会といたしましては特別な事項がなかったという

ふうなことで委員長報告を削除したというふうな関係でございます。御了承いただきたい

と思います。

以上で、生活福祉常任委員会の報告といたします。何とぞ議決を賜りたくお願いを申し
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上げます。

続いて、所管事務調査について御報告をいたします。

田村市内における焼却施設の現地調査を８月５日に実施をいたしました。説明員として

各行政局の担当課長並びに担当者より経過の概要について詳細な説明を受け、現地検分を

いたしました。現在休止状態になっている焼却施設は、滝根町、都路町、常葉町、各１基、

大越町２基の４施設、計５基の焼却施設があります。ほとんどの施設が早急に解体を要す

る施設であり、今定例会において２名の議員の方が焼却施設の解体計画について一般質問

を行いましたが、市としては、ダイオキシン類の飛散防止対策を含めた解体経費の積算、

また、跡地の再利用の計画策定等が必要であり、建設年度、老朽化の度合い等を調査し、

計画的に進めるとの答弁でありました。しかし、本委員会で現地調査をした箇所で、特に

旧大越町の焼却施設は著しく老朽化が進み、早急な解体が必要である。また、焼却施設の

適切な維持管理に努められることを要望します。

なお、本委員会は、閉会においても継続的に調査研究することにいたしました。

以上、報告といたしました。

審査報告の中で、大変不備な点がありましたことを御了承いただきたいと思います。よ

ろしくお願いします。

○議長（三瓶利野） 次に、産業建設常任委員長宗像宗吉君。宗像産業建設常任委員長。

（産業建設常任委員長 宗像宗吉登壇）

○産業建設常任委員長（宗像宗吉） 平成１７年田村市議会９月定例会において、議案付託表

により当委員会に付託のありました議案１８、認定６件の合わせて２４案件について、委員１７

名出席のもと、９月１６日審査をいたしましたので、経過並びに結果について報告いたしま

す。

当委員会に付託されました２４案件の審査結果は、お手元に配付の委員会審査報告書のと

おりでありまして、いずれも全会一致の決定であります。

以下、審査の経過において議論されました事項等につき、その概要を申し上げます。

まず、議案第６０号 田村市水道事業運営審議会条例の制定についてでありますが、運営

審議会の目的に関して質疑がなされ、料金統一の検討、将来の水道事業の一元化に関する

調査を行うものであることを確認しております。なお、審議会は１５名の委員をもって構成

されます。

議案第７９号、議案第８０号、議案第８１号、議案第８２号、議案第８３号、議案第８４号、議案第
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８５号、議案第８６号、議案第８８号、議案第 １０３号、議案第 １０４号、議案第 １０５号、以上１２件

の一部改正条例は、管理委託の根拠法令が地方自治法の一部改正による経過措置期限であ

る平成１８年９月１日をもって消滅することから、管理委託に関する規定を削除し、市直営

の管理とするものであり、いずれも可決すべきものと決定しております。

議案第９９号 田村市船引コミュニティプラザ条例の一部を改正する条例について申し上

げます。

当施設は、従来の管理委託制度により外部団体へ委託しておりましたが、地方自治法改

正による指定管理者制度を導入できるように改めるものであります。なお、指定管理者に

ゆだねるか、市直営とするかは未定であるとの説明を受けております。

議案第 １０６号 平成１７年度田村市一般会計補正予算（第２号）の歳出部分について、各

委員会に分割付託されましたことから、当委員会におきましては、農業委員会及び産業建

設部所管の予算に関して審査を行いました。各所管予算の内容は、いずれも当初予算決定

後における各所管事業の事業費確定などの理由による補正あるいは災害復旧費の追加など

であります。

産業課所管の歳出補正予算には、葉たばこ振興対策費 １，４２２万円が計上されております

が、この事業は、葉たばこから他の作物への転換を奨励するものでありますことから、事

業実施に当たっては、県の事業名称である「葉たばこ経営転換緊急対策事業」と名称を変

更すべきであるとの意見が出されました。

建設課所管の土木費には、事業内容の調整に伴う補正が、また、災害復旧費には、８月

の豪雨災害の復旧に要する経費が計上されておりますが、いずれもやむを得ないと認め、

可決すべきものと決定いたしました。

議案第 １０８号 平成１７年度田村市簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）は、落雷被

害による機器の補修と道路改良に伴う配水管の敷設替え工事費を計上しており、妥当と認

め可決いたしました。

議案第 １０９号 平成１７年度田村市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）につい

ては、歳入に前年度繰越金を計上し、歳出は予備費としたもので、特に意見などもなく可

決いたしました。

議案第 １１６号 平成１７年度田村市水道事業会計補正予算（第１号）について申し上げま

す。

大越地区において下水道工事に伴う配水管の敷設替え工事が発生し、これに対応する予
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算の補正であります。妥当と認め可決しております。

引き続きまして、認定第３９号 平成１６年度田村市一般会計歳入歳出決算認定について、

認定第４１号、認定第４４号、認定第４６号、認定第４９号の平成１６年度田村市の各特別会計歳入

歳出決算及び認定第５４号 平成１６年度田村市水道事業会計歳入歳出決算認定について申し

上げます。

いずれの会計も、合併後３月一月分の歳入歳出であり、各旧町村で歳入あるいは歳出さ

れなかったもの及び一月分の義務的経費に係るものであります。決算審査では、それぞれ

執行部からの説明を受け、決算計数の確認をいたしました。

建設課所管の一般会計決算審査では、国土調査事業の完了年度に関する質問がされまし

たが、平成１８年度をもって登記まで完了するとのことであります。

水道事業会計決算の審査では、水道料金の未収金が３月末時点で １，３００万円余りに及ぶ

ことが確認されましたが、その後の努力により未収額は減少しております。引き続き未収

の解消に努力をお願いするものであります。

以上、付託の案件の審査結果について申し上げましたが、最後に、本常任委員会の所管

事務調査について御報告いたします。

去る８月２９日、産業建設部及び水道事業所所管事業現況把握を目的といたしまして、市

全域にわたる１４カ所の現地視察調査を行いました。説明員として産業建設部長及び各課長

及び水道事業所長に出席を求め、現地にて説明を受け、現況の把握に努めてまいりました。

以上で、産業建設常任委員会の審査結果の報告を終わります。よろしく御審議のほどを

お願い申し上げます。

○議長（三瓶利野） 次に、文教常任委員長本田仁一君。本田文教常任委員長。

（文教常任委員長 本田仁一登壇）

○文教常任委員長（本田仁一） 定例会９日目の本会議において、文教常任委員会に付託さ

れました議案第７６号 田村市体育施設条例の一部を改正する条例について、議案第 １０６号

平成１７年度田村市一般会計補正予算（第２号）について歳出のうち教育費及び認定第３９

号 平成１６年度田村市一般会計歳入歳出決算認定について、歳出のうち教育費について、

１６日に付託議案の審査を実施いたしましたので、審査経過並びに結果について御報告申し

上げます。

議案第７６号 田村市体育施設条例の一部を改正する条例についてでありますが、指定管

理者制度の導入に伴いまして、田村市体育施設条例にあります委託規定を削除する条例改
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正であり、原案どおり可決すべきものと決しました。

次に、議案第 １０６号 平成１７年度田村市一般会計補正予算（第２号）について、歳出の

うち教育費についてでありますが、既定の教育費歳入歳出予算の総額に １，３７４万 ５，０００円

を追加し、教育費歳入歳出予算の総額を２２億 ４，２３７万 ９，０００円にするものであります。

主なものにつきましては、小学校の消耗品費、電気料などの増、理科実験用薬品処分料、

下大越小、都路中、ハートフル推進事業、要田中学校教育事務委託料のほか、教育施設の

アスベスト対策事業費、文化センター舞台照明設備調光盤リース料に要する経費が計上さ

れておりますが、事業内容を審議した結果、原案どおり可決すべきものと決しました。

なお、アスベスト対策事業につきましては、教育委員会が所管する学校及び体育館等に

おいて、アスベストが使用されている可能性があると思われる施設の調査、分析における

経費が計上されておりますが、学校及び体育館等につきましては、児童生徒や市民が身近

に、そして幅広く使用している施設であるため、調査分析について早急に取りかかる必要

があり、その結果、アスベストを有する施設については、除去等の対応を迅速に実施すべ

きものであります。

続きまして、認定第３９号 平成１６年度田村市一般会計歳入歳出決算認定について、歳出

のうち教育費についてでありますが、教育費歳出決算総額は６億 ２，１４２万 ７４４円で、小中

学校の管理、教育振興に要した経費、芦沢小学校・幼稚園の建設事業のほか、公民館、図

書館、文化センターの管理に要した経費であり、原案どおり認定すべきものと決しました。

最後になりますが、教育次長より、教育委員会における平成１７年度主要事業の進捗状況

の報告があり、各事業とも適正に実施されていると確認いたしましたが、主な意見としま

して、まず、学校統廃合・適正化調査事業につきましては、宮城教育大学教授に調査を依

頼している状況にあるとの報告がございましたが、少子化に伴う児童生徒の減少により、

各地において学校統廃合の協議がなされている状況をかんがみ、学校統廃合適正化調査の

結果を踏まえ、教育委員会としての方針を示し、あわせまして地域との協議を慎重に進め

ていただくとともに、最終的には冨塚市長の学校適正規模及び地域社会の形成を考慮した

御決断を御期待申し上げます。

また、関本小学校校庭拡張事業につきましては、６月定例会において御報告申し上げま

したが、改めまして事業実施効果及び事業費の縮小等を十分検討した上で実施していただ

くべきものでございます。

以上で、文教常任委員会に付託されました議案の審査結果の報告を終わります。御審議
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の上、御議決くださりますようお願いを申し上げます。

○議長（三瓶利野） これをもちまして、各常任委員会審査結果の報告を終わります。

日程第２ 議案第５８号 田村市表彰条例の制定について

○議長（三瓶利野） 日程第２、議案第５８号 田村市表彰条例の制定についてを議題といた

します。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

常任委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は常任委員長報告のとおり可決さ

れました。

日程第３ 議案第５９号 田村市健康づくり推進協議会設置条例の制定について

○議長（三瓶利野） 日程第３、議案第５９号 田村市健康づくり推進協議会設置条例の制定

についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。
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○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

常任委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は常任委員長報告のとおり可決さ

れました。

日程第４ 議案第６０号 田村市水道事業運営審議会条例の制定について

○議長（三瓶利野） 日程第４、議案第６０号 田村市水道事業運営審議会条例の制定につい

てを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

常任委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は常任委員長報告のとおり可決さ

れました。

日程第５ 議案第６１号 田村市税特別措置条例の一部を改正する条例について

○議長（三瓶利野） 日程第５、議案第６１号 田村市税特別措置条例の一部を改正する条例

についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。
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○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

常任委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は常任委員長報告のとおり可決さ

れました。

日程第６ 議案第６２号 田村市手数料徴収条例の一部を改正する条例について

○議長（三瓶利野） 日程第６、議案第６２号 田村市手数料徴収条例の一部を改正する条例

についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

常任委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は常任委員長報告のとおり可決さ

れました。

日程第７ 議案第６３号 田村市重度心身障害者医療費の給付に関する条例の一

部を改正する条例について
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○議長（三瓶利野） 日程第７、議案第６３号 田村市重度心身障害者医療費の給付に関する

条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。

討論の通告がありますので、発言を許します。２番木村高雄君。

（２番 木村高雄議員 登壇）

○２番（木村高雄） 議案第６３号 田村市重度心身障害者医療費の給付に関する条例の一部

を改正する条例についての反対討論を行います。

まず、福島県は、平成１７年度１０月から重度心身障害者医療費補助事業を見直し、入院食

事料分を自己負担とすることを発表しました。この制度は、昭和４９年に発足して以来、県

民並びに障害者の福祉のために医療費の公費負担を行ってきたものであります。他県と比

較して、精神障害者が対象となるなど、先進的な取り組みもあり、県民の福祉向上に大き

く寄与してきました。発足以来３０年間、平成８年に入院給付費の自己負担が導入された際

にも、制度を発展させてきたものであります。

障害者の皆さんは、相次ぐ社会保障の切り捨てや国民負担増によって、既に相当の費用

負担を強いられています。また、入院中の食事は治療の一部であります。患者さんにとっ

ては安心して食べられる食事を保障していくことは何よりも大切なことであります。

今回の自己負担導入は、制度が不用になったのではないということを県当局も認めてお

ります。財政的な理由で制度を切り捨てることは認めることができません。多くの障害者

の方々が自立した生活を送っていくためには、医療制度の充実は今後とも重要な課題であ

ります。

さて、今回の田村市の条例改正は、県の２分の１助成を１０月から打ち切ることによるも

のですが、市当局の説明では、在宅も施設入所も同じく食事するのだから不公平とのこと

ですが、入院をするというのは病状が重いからであり、食事に対する助成は当然のことで

あります。この理論は、国が障害者支援などの国庫補助の削減の口実そのもので、障害者

同士に敵対感を持たせる思想攻撃とも言えるものであります。市は、経過措置として、１０

月から平成１８年３月までは市が独自で助成するとしています。その恩恵を受ける方々は
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１，１００名にも上り、その予算は ７００万円です。これは大いに評価できるものですが、４月

からは、入院時の食事代は自己負担となります。

国の障害者を支援する制度は後退の一途をたどり、大幅な負担増により受診抑制も起こ

り、健康破壊や命の危険も招きかねない事態も生まれています。このような状況だからこ

そ、市が住民の防波堤となり、弱いところに光を当てる施策が今何よりも求められていま

す。厳しい財政状況と思いますが、市として４月以降も助成を継続し、障害者の支援を行

うべきだということを申し上げ、私の討論を終わります。

○議長（三瓶利野） 次に、賛成討論の発言を許します。２８番村上好治君。村上好治君。

（２８番 村上好治議員 登壇）

○２８番（村上好治） ２８番村上です。

議案第６３号 田村市重度心身障害者医療費の給付に関する条例の一部を改正する条例に

ついて賛成討論を行います。

福島県重度心身障害者医療費補助事業の改正に伴うもので、県、自治体、２分の１事業

費負担であり、１０月１日からの診療分から入院時の食事費の負担額が適用外となり、田村

市としては、負担の軽減を図るため６カ月間市で負担し、実質適用は平成１８年４月１日と

する提案ですので、私は賛成いたします。

なお、生活福祉常任委員会では、本案については可決をいたしておりますので、議員各

位の議決を賜りますようお願い申し上げます。

○議長（三瓶利野） ほかに討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 以上で討論を終結いたします。

○議長（三瓶利野） 本案は起立によって採決いたします。

常任委員長報告のとおり決することに賛成の方の起立を求めます。

（賛成者起立）

○議長（三瓶利野） 起立多数です。よって、議案第６３号については、常任委員長報告のと

おり可決されました。

日程第８ 議案第６４号 福島県市町村総合事務組合の規約の変更について

○議長（三瓶利野） 日程第８、議案第６４号 福島県市町村総合事務組合の規約の変更につ
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いてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

常任委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は常任委員長報告のとおり可決さ

れました。

日程第９ 議案第６５号 福島県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の

数の減少について

○議長（三瓶利野） 日程第９、議案第６５号 福島県市町村総合事務組合を組織する地方公

共団体の数の減少についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

常任委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

－２４５－



○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は常任委員長報告のとおり可決さ

れました。

日程第１０ 議案第６６号 福島県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体

の数の減少及び同組合規約の変更について

○議長（三瓶利野） 日程第１０、議案第６６号 福島県市町村総合事務組合を組織する地方公

共団体の数の減少及び同組合規約の変更についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

常任委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は常任委員長報告のとおり可決さ

れました。

日程第１１ 議案第６７号 田村市公の施設に係る指定管理者の指定手続等に関

する条例の制定について

○議長（三瓶利野） 日程第１１、議案第６７号 田村市公の施設に係る指定管理者の指定手続

等に関する条例の制定についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。
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討論の通告がありますので発言を許します。２番木村高雄君。木村高雄君。

（２番 木村高雄議員 登壇）

○２番（木村高雄） 議案第６７号 田村市公の施設に係る指定管理者の指定手続等に関する

条例の制定についての反対討論を行います。

政府は、地方自治法の一部を改正して、公の施設の管理運営について、従来の管理委託

制度にかわって指定管理制度を導入しました。

その内容は、�として、委託を代行にかえ、これまでの地方公共団体の管理権限のもと

に受託者が行った管理や運営を指定管理者が代行できる。�番目に、これまで首長の権限

だった使用許可権限も指定管理者に与えられる。�番目として、管理主体をこれまで公共

団体、公共的団体、公共的団体の出資する法人、第３セクターに限っていたものを、株式

会社などの民間営利会社までに拡大する。�番目として、指定の手続、指定は、議決事項

として新設または直営施設の管理を新たにゆだねる場合は、当初から指定管理制度を導入

する。�番目に附則として、公共団体に委託しているすべての公の施設は、法施行後３年

以内、これは２００６年９月１日が期限でありますけれども、直営に戻すか指定管理制度に移

行しなければならないというふうに、一方的に押しつけてきたわけであります。

この法改正の背景は、２００３年の年頭で発表された「経団連活力と魅力あふれる日本を目

指して」では、国際競争力を強化するために新産業の創出として官製市場への開放、民間

でできることは官は行わないことを強調しています。そして、それは小泉改革の重要な柱

でもあります。公の施設管理運営は数十兆円市場と言われ、指定管理制度導入をチャンス

として企業、情報企業、人材派遣会社などの活発な動きを見せ、参入の準備を進めており、

国・地方自治体の業務施設を民間に開放してビジネスチャンスをふやすという基本戦略に

基づくものであります。今、議論になっている郵政民営化がその手法の典型であります。

今回の田村市の条例制定で危惧されるのは、議案第６８号から議案第７２号までの福祉施設

への指定管理制度の導入です。本制度の導入の目的は、運営管理のコスト削減と効率化で

す。コストのうち職員人件費が大きな割合を占めていることから、職員の削減、パート職

員の採用などが行われます。短期臨時職員中心の運営は、仕事の専門性、継続性の保持と

いう点で障害も生みかねません。職員の不安定雇用が利用者のサービスの量的・質的低下

につながりかねないこと、また、利用料の引き上げなどで利用者の負担増の問題、さらに

は経営悪化による企業の撤退の問題などが議論されておりません。

議案第９０号、９１号については、カブトムシなどを通じて自然環境の大切さを教え、子供

－２４７－



たちに夢を与えるもので、これからも市がこれらの施設管理運営に一定の責任を果たすべ

きではないでしょうか。議案第９４号の滝根町の入水鍾乳洞は、国の指定天然記念物であり

ますが、この貴重な鍾乳洞に指定管理者制度を導入するのはいかがなものか疑問が残るも

のであります。

本来、公の施設は、憲法で健康で文化的な生活を保障するための施設として、営利の対

象とすることを禁止し、直営を原則としてきました。従来の管理委託制度もこの原則を踏

まえ、公共的団体などに限定してきたものです。住民の声が直接運営に反映され、だれも

が安心して利用でき、安定的に運営され、継続的に専門性を発揮できる職員を配置するた

めにも、市が責任を持って運営することが、公共施設の公共性や施設の機能を向上させる

ためにも不可欠なことだということを申し上げて私の討論を終わります。

なお、議案第６８号から第７２号まで、議案第８７号、議案第９０号から第 １００号までの指定管

理者制度を導入する施設の条例改正は第６７号と同様ですので、反対討論は省略いたします。

以上で討論を終わります。

○議長（三瓶利野） 次に、賛成討論の発言を許します。１６番本田芳一君。

（１６番 本田芳一議員 登壇）

○１６番（本田芳一） １６番本田でございます。

議案第６７号 田村市公の施設に係る指定管理者の指定手続等の賛成討論を行います。

先ほど委員長より報告ありました１６日に行われました審査の中で、財政課よりるる説明

をいただき、議案に対して全員一致で賛成ということに決定いたしました。その結果、公

の施設に係る公募の中で、「資格基準、それらを満たした候補を市長が選定した場合に、

議会の議決をもって決定する」というふうに一くだりうたっておるわけでございまして、

特に問題はないのじゃないかというふうな認識のもとに原案どおり可決いたしたものでご

ざいますので、私から賛成討論といたします。以上でございます。

○議長（三瓶利野） ほかに討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。以上で討論を終結いたします。

○議長（三瓶利野） 本案は起立によって採決いたします。

常任委員長報告のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

（賛成者起立）
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○議長（三瓶利野） 起立多数であります。よって、議案第６７号については、常任委員長報

告のとおり可決されました。

休憩のため暫時休議いたします。

再開は１１時１５分といたします。

午前１１時０２分 休議

午前１１時１５分 再開

○議長（三瓶利野） 再開いたします。

休議前に引き続き会議を続けます。

日程第１２ 議案第６８号 田村市滝根総合福祉センター設置条例の制定につい

て

○議長（三瓶利野） 日程第１２、議案第６８号 田村市滝根総合福祉センター設置条例の制定

についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

本案は、反対の意見がありましたので、起立によって採決いたします。

常任委員長報告のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

（賛成者起立）

○議長（三瓶利野） 起立多数であります。よって、議案第６８号については、常任委員長報

告のとおり可決されました。

日程第１３ 議案第６９号 田村市在宅介護支援センター設置条例の制定につい
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て

○議長（三瓶利野） 日程第１３、議案第６９号 田村市在宅介護支援センター設置条例の制定

についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

本案は、反対の意見がありましたので、起立によって採決いたします。

常任委員長報告のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

（賛成者起立）

○議長（三瓶利野） 起立多数であります。よって、議案第６９号については、常任委員長報

告のとおり可決されました。

日程第１４ 議案第７０号 田村市高齢者生活福祉センター条例の制定について

○議長（三瓶利野） 日程第１４、議案第７０号 田村市高齢者生活福祉センター条例の制定に

ついてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。
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本案は、反対の意見がありましたので、起立によって採決いたします。

常任委員長報告のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

（賛成者起立）

○議長（三瓶利野） 起立多数であります。よって、議案第７０号については、常任委員長報

告のとおり可決されました。

日程第１５ 議案第７１号 田村市老人福祉センター条例の制定について

○議長（三瓶利野） 日程第１５、議案第７１号 田村市老人福祉センター条例の制定について

を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

本案は、反対の意見がありましたので、起立によって採決いたします。

常任委員長報告のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

（賛成者起立）

○議長（三瓶利野） 起立多数であります。よって、議案第７１号については、常任委員長報

告のとおり可決されました。

日程第１６ 議案第７２号 田村市デイサービスセンター条例の制定について

○議長（三瓶利野） 日程第１６、議案第７２号 田村市デイサービスセンター条例の制定につ

いてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。
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○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

本案は、反対の意見がありましたので、起立によって採決いたします。

常任委員長報告のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

（賛成者起立）

○議長（三瓶利野） 起立多数であります。よって、議案第７２号については、常任委員長報

告のとおり可決されました。

日程第１７ 議案第７３号 田村市情報公開条例の一部を改正する条例について

○議長（三瓶利野） 日程第１７、議案第７３号 田村市情報公開条例の一部を改正する条例に

ついてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

常任委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は常任委員長報告のとおり可決さ

れました。

日程第１８ 議案第７４号 田村市個人情報保護条例の一部を改正する条例につ

－２５２－



いて

○議長（三瓶利野） 日程第１８、議案第７４号 田村市個人情報保護条例の一部を改正する条

例についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

常任委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は常任委員長報告のとおり可決さ

れました。

日程第１９ 議案第７５号 田村市ふれあいと秩序の広場条例の一部を改正する

条例について

○議長（三瓶利野） 日程第１９、議案第７５号 田村市ふれあいと秩序の広場条例の一部を改

正する条例についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。
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常任委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は常任委員長報告のとおり可決さ

れました。

日程第２０ 議案第７６号 田村市体育施設条例の一部を改正する条例について

○議長（三瓶利野） 日程第２０、議案第７６号 田村市体育施設条例の一部を改正する条例に

ついてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

常任委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は常任委員長報告のとおり可決さ

れました。

日程第２１ 議案第７７号 田村市児童遊び場条例の一部を改正する条例につい

て

○議長（三瓶利野） 日程第２１、議案第７７号 田村市児童遊び場条例の一部を改正する条例

についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。
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○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

常任委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は常任委員長報告のとおり可決さ

れました。

日程第２２ 議案第７８号 田村市屋内ゲートボール場条例の一部を改正する条

例について

○議長（三瓶利野） 日程第２２、議案第７８号 田村市屋内ゲートボール場条例の一部を改正

する条例についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

常任委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は常任委員長報告のとおり可決さ

れました。

日程第２３ 議案第７９号 田村市農村集会施設条例の一部を改正する条例につ

いて
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○議長（三瓶利野） 日程第２３、議案第７９号 田村市農村集会施設条例の一部を改正する条

例についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

常任委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は常任委員長報告のとおり可決さ

れました。

日程第２４ 議案第８０号 田村市農村広場条例の一部を改正する条例について

○議長（三瓶利野） 日程第２４、議案第８０号 田村市農村広場条例の一部を改正する条例に

ついてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

常任委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）
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○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は常任委員長報告のとおり可決さ

れました。

日程第２５ 議案第８１号 田村市農村公園条例の一部を改正する条例について

○議長（三瓶利野） 日程第２５、議案第８１号 田村市農村公園条例の一部を改正する条例に

ついてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

常任委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は常任委員長報告のとおり可決さ

れました。

日程第２６ 議案第８２号 田村市大越農村婦人の家条例の一部を改正する条例

について

○議長（三瓶利野） 日程第２６、議案第８２号 田村市大越農村婦人の家条例の一部を改正す

る条例についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）
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○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

常任委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は常任委員長報告のとおり可決さ

れました。

日程第２７ 議案第８３号 田村市都路地域特産品処理加工施設条例の一部を改

正する条例について

○議長（三瓶利野） 日程第２７、議案第８３号 田村市都路地域特産品処理加工施設条例の一

部を改正する条例についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

常任委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は常任委員長報告のとおり可決さ

れました。

日程第２８ 議案第８４号 田村市大越転作技術研修センター条例の一部を改正

する条例について

○議長（三瓶利野） 日程第２８、議案第８４号 田村市大越転作技術研修センター条例の一部

を改正する条例についてを議題といたします。
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これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

常任委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は常任委員長報告のとおり可決さ

れました。

日程第２９ 議案第８５号 田村市おおごえふるさと館条例の一部を改正する条

例について

○議長（三瓶利野） 日程第２９、議案第８５号 田村市おおごえふるさと館条例の一部を改正

する条例についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

常任委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は常任委員長報告のとおり可決さ
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れました。

日程第３０ 議案第８６号 田村市文化の館ときわ条例の一部を改正する条例に

ついて

○議長（三瓶利野） 日程第３０、議案第８６号 田村市文化の館ときわ条例の一部を改正する

条例についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

常任委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は常任委員長報告のとおり可決さ

れました。

日程第３１ 議案第８７号 田村市滝根森林総合利用施設条例の一部を改正する

条例について

○議長（三瓶利野） 日程第３１、議案第８７号 田村市滝根森林総合利用施設条例の一部を改

正する条例についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）
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○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

本案は、反対の意見がありますので、起立によって採決いたします。

常任委員長報告のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

（賛成者起立）

○議長（三瓶利野） 起立多数であります。よって、議案第８７号については、常任委員長報

告のとおり可決されました。

日程第３２ 議案第８８号 田村市船引総合利用自然林条例の一部を改正する条

例について

○議長（三瓶利野） 日程第３２、議案第８８号 田村市船引総合利用自然林条例の一部を改正

する条例についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

常任委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は常任委員長報告のとおり可決さ

れました。

日程第３３ 議案第８９号 田村市畜産管理センター条例の一部を改正する条例

について

○議長（三瓶利野） 日程第３３、議案第８９号 田村市畜産管理センター条例の一部を改正す
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る条例についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

常任委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は常任委員長報告のとおり可決さ

れました。

日程第３４ 議案第９０号 田村市殿上観光牧場条例の一部を改正する条例につ

いて

○議長（三瓶利野） 日程第３４、議案第９０号 田村市殿上観光牧場条例の一部を改正する条

例についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

本案は、反対の意見がありましたので、起立によって採決いたします。

常任委員長報告のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。
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（賛成者起立）

○議長（三瓶利野） 起立多数であります。よって、議案第９０号については、常任委員長報

告のとおり可決されました。

日程第３５ 議案第９１号 田村市カブトムシ自然の森条例の一部を改正する条

例について

○議長（三瓶利野） 日程第３５、議案第９１号 田村市カブトムシ自然の森条例の一部を改正

する条例についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

本案は、反対の意見がありましたので、起立によって採決いたします。

常任委員長報告のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

（賛成者起立）

○議長（三瓶利野） 起立多数であります。よって、議案第９１号については、常任委員長報

告のとおり可決されました。

日程第３６ 議案第９２号 田村市レストハウス釜山条例の一部を改正する条例

について

○議長（三瓶利野） 日程第３６、議案第９２号 田村市レストハウス釜山条例の一部を改正す

る条例についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。
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○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

本案は、反対の意見がありましたので、起立によって採決いたします。

常任委員長報告のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

（賛成者起立）

○議長（三瓶利野） 起立多数であります。よって、議案第９２号については、常任委員長報

告のとおり可決されました。

日程第３７ 議案第９３号 田村市滝根農産物等処理加工場条例の一部を改正す

る条例について

○議長（三瓶利野） 日程第３７、議案第９３号 田村市滝根農産物等処理加工場条例の一部を

改正する条例についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

本案は、反対の意見がありましたので、起立によって採決いたします。

常任委員長報告のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

（賛成者起立）

○議長（三瓶利野） 起立多数であります。よって、議案第９３号については、常任委員長報

告のとおり可決されました。
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日程第３８ 議案第９４号 鍾乳洞管理条例の一部を改正する条例について

○議長（三瓶利野） 日程第３８、議案第９４号 鍾乳洞管理条例の一部を改正する条例につい

てを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

本案は、反対の意見がありましたので、起立によって採決いたします。

常任委員長報告のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

（賛成者起立）

○議長（三瓶利野） 起立多数であります。よって、議案第９４号については、常任委員長報

告のとおり可決されました。

日程第３９ 議案第９５号 田村市天地人館条例の一部を改正する条例について

○議長（三瓶利野） 日程第３９、議案第９５号 田村市天地人館条例の一部を改正する条例に

ついてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。
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○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

本案は、反対の意見がありましたので、起立によって採決いたします。

常任委員長報告のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

（賛成者起立）

○議長（三瓶利野） 起立多数であります。よって、議案第９５号については、常任委員長報

告のとおり可決されました。

日程第４０ 議案第９６号 国民休養地仙台平キャンプ場条例の一部を改正する

条例について

○議長（三瓶利野） 日程第４０、議案第９６号 国民休養地仙台平キャンプ場条例の一部を改

正する条例についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

本案は、反対の意見がありましたので、起立によって採決いたします。

常任委員長報告のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

（賛成者起立）

○議長（三瓶利野） 起立多数であります。よって、議案第９６号については、常任委員長報

告のとおり可決されました。

日程第４１ 議案第９７号 田村市星の村条例の一部を改正する条例について

○議長（三瓶利野） 日程第４１、議案第９７号 田村市星の村条例の一部を改正する条例につ

いてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。
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（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

本案は、反対の意見がありましたので、起立によって採決いたします。

常任委員長報告のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

（賛成者起立）

○議長（三瓶利野） 起立多数であります。よって、議案第９７号については、常任委員長報

告のとおり可決されました。

日程第４２ 議案第９８号 田村市星の村ふれあい館条例の一部を改正する条例

について

○議長（三瓶利野） 日程第４２、議案第９８号 田村市星の村ふれあい館条例の一部を改正す

る条例についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

本案は、反対の意見がありましたので、起立によって採決いたします。

常任委員長報告のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

（賛成者起立）
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○議長（三瓶利野） 起立多数であります。よって、議案第９８号については、常任委員長報

告のとおり可決されました。

日程第４３ 議案第９９号 田村市船引コミュニティプラザ条例の一部を改正す

る条例について

○議長（三瓶利野） 日程第４３、議案第９９号 田村市船引コミュニティプラザ条例の一部を

改正する条例についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

本案は、反対の意見がありましたので、起立によって採決いたします。

常任委員長報告のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

（賛成者起立）

○議長（三瓶利野） 起立多数であります。よって、議案第９９号については、常任委員長報

告のとおり可決されました。

日程第４４ 議案第１００号 田村市索道事業施設条例の一部を改正する条例に

ついて

○議長（三瓶利野） 日程第４４、議案第 １００号 田村市索道事業施設条例の一部を改正する

条例についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。
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○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

本案は、反対の意見がありましたので、起立によって採決いたします。

常任委員長報告のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

（賛成者起立）

○議長（三瓶利野） 起立多数であります。よって、議案第 １００号については、常任委員長

報告のとおり可決されました。

日程第４５ 議案第１０１号 田村市滝根コミュニティセンター条例の一部を改

正する条例について

○議長（三瓶利野） 日程第４５、議案第 １０１号 田村市滝根コミュニティセンター条例の一

部を改正する条例についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

常任委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は常任委員長報告のとおり可決さ

れました。

日程第４６ 議案第１０２号 田村市グリーンパーク都路草原の家やすらぎ条例
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の一部を改正する条例について

○議長（三瓶利野） 日程第４６、議案第 １０２号 田村市グリーンパーク都路草原の家やすら

ぎ条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

常任委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は常任委員長報告のとおり可決さ

れました。

日程第４７ 議案第１０３号 田村市営住宅集会所条例の一部を改正する条例に

ついて

○議長（三瓶利野） 日程第４７、議案第 １０３号 田村市営住宅集会所条例の一部を改正する

条例についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。
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常任委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は常任委員長報告のとおり可決さ

れました。

日程第４８ 議案第１０４号 田村市都市公園条例の一部を改正する条例につい

て

○議長（三瓶利野） 日程第４８、議案第 １０４号 田村市都市公園条例の一部を改正する条例

についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

常任委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は常任委員長報告のとおり可決さ

れました。

日程第４９ 議案第１０５号 田村市農業集落排水処理施設条例の一部を改正す

る条例について

○議長（三瓶利野） 日程第４９、議案第 １０５号 田村市農業集落排水処理施設条例の一部を

改正する条例についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。
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○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

常任委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は常任委員長報告のとおり可決さ

れました。

日程第５０ 議案第１０６号 平成１７年度田村市一般会計補正予算（第２号）

について

○議長（三瓶利野） 日程第５０、議案第 １０６号 平成１７年度田村市一般会計補正予算（第２

号）についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

常任委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は常任委員長報告のとおり可決さ

れました。

日程第５１ 議案第１０７号 平成１７年度田村市国民健康保険特別会計補正予
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算（第１号）について

○議長（三瓶利野） 日程第５１、議案第 １０７号 平成１７年度田村市国民健康保険特別会計補

正予算（第１号）についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

常任委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は常任委員長報告のとおり可決さ

れました。

日程第５２ 議案第１０８号 平成１７年度田村市簡易水道事業特別会計補正予

算（第１号）について

○議長（三瓶利野） 日程第５２、議案第 １０８号 平成１７年度田村市簡易水道事業特別会計補

正予算（第１号）についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。
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常任委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は常任委員長報告のとおり可決さ

れました。

日程第５３ 議案第１０９号 平成１７年度田村市農業集落排水事業特別会計補

正予算（第１号）について

○議長（三瓶利野） 日程第５３、議案第 １０９号 平成１７年度田村市農業集落排水事業特別会

計補正予算（第１号）についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

常任委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は常任委員長報告のとおり可決さ

れました。

日程第５４ 議案第１１０号 平成１７年度田村市授産場事業特別会計補正予算

（第１号）について

○議長（三瓶利野） 日程第５４、議案第 １１０号 平成１７年度田村市授産場事業特別会計補正

予算（第１号）についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。
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○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

常任委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は常任委員長報告のとおり可決さ

れました。

日程第５５ 議案第１１１号 平成１７年度田村市総合福祉センター特別会計補

正予算（第１号）について

○議長（三瓶利野） 日程第５５、議案第 １１１号 平成１７年度田村市総合福祉センター特別会

計補正予算（第１号）についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

常任委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は常任委員長報告のとおり可決さ

れました。

日程第５６ 議案第１１２号 平成１７年度田村市診療所事業特別会計補正予算
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（第１号）について

○議長（三瓶利野） 日程第５６、議案第 １１２号 平成１７年度田村市診療所事業特別会計補正

予算（第１号）についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

常任委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は常任委員長報告のとおり可決さ

れました。

日程第５７ 議案第１１３号 平成１７年度田村市歯科診療所事業特別会計補正

予算（第１号）について

○議長（三瓶利野） 日程第５７、議案第 １１３号 平成１７年度田村市歯科診療所事業特別会計

補正予算（第１号）についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。
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常任委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は常任委員長報告のとおり可決さ

れました。

日程第５８ 議案第１１４号 平成１７年度田村市老人保健特別会計補正予算

（第１号）について

○議長（三瓶利野） 日程第５８、議案第 １１４号 平成１７年度田村市老人保健特別会計補正予

算（第１号）についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

常任委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は常任委員長報告のとおり可決さ

れました。

日程第５９ 議案第１１５号 平成１７年度田村市介護保険特別会計補正予算

（第１号）について

○議長（三瓶利野） 日程第５９、議案第 １１５号 平成１７年度田村市介護保険特別会計補正予

算（第１号）についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。
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○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

常任委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は常任委員長報告のとおり可決さ

れました。

日程第６０ 議案第１１６号 平成１７年度田村市水道事業会計補正予算（第１

号）について

○議長（三瓶利野） 日程第６０、議案第 １１６号 平成１７年度田村市水道事業会計補正予算

（第１号）についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

常任委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は常任委員長報告のとおり可決さ

れました。

日程第６１ 認定第３９号 平成１６年度田村市一般会計歳入歳出決算認定につ
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いて

○議長（三瓶利野） 日程第６１、認定第３９号 平成１６年度田村市一般会計歳入歳出決算認定

についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。

討論の通告がありますので、発言を許します。２番木村高雄君。木村高雄君。

（２番 木村高雄議員 登壇）

○２番（木村高雄） 認定第３９号 平成１６年度田村市一般会計歳入歳出決算認定についての

反対討論を行います。

まず、本議案は、３月から６月までの暫定予算の３月分の１カ月分の決算であります。

私は、３月定例議会において、民生費の中の敬老祝い金の支給年齢の引き上げや、平成１７

年度から２０年度まで支給される行政局と支給されない行政局があり、不公平であること、

また、出産誕生祝い金、介護者手当などが、合併後、滝根町などと比較すると低い方に調

整されているということで予算に反対討論を行いました。

合併後の市民感情からすれば、「市民生活はどうなるのだろう。今までの福祉、子育て

支援は」と不安と期待が入りまじった心境であったと思います。田村５町村合併は、少子

高齢化への対応、サービスは高い方へ、負担は低い方に調整されるとの合併説明会とは裏

腹な暫定予算であり、市民を失望させたものではないでしょうか。今回は、その１カ月の

決算であり、改善されないまま執行されたということが反対の理由であります。

最後に、子育て支援の充実はもちろん、都路、常葉、大越行政局のお年寄りにも公平に

敬老祝い金を支給するために、早急に予算化するべきだということを訴え、私の討論を終

わります。

○議長（三瓶利野） 次に、賛成討論の発言を許します。２８番村上好治君。

（２８番 村上好治議員 登壇）

○２８番（村上好治） ２８番村上です。

認定第３９号 平成１６年度田村市一般会計歳入歳出決算認定について賛成討論を行います。

決算認定については、平成１６年度予算についても反対したとの決算認定についての反対
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の理由ですが、委員会としては、１カ月決算認定の審査でもあり、原案のとおり賛成多数

で可決認定されましたので報告し、賛成討論といたします。

○議長（三瓶利野） ほかに討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。以上で討論を終結いたします。

○議長（三瓶利野） 本案は、起立によって採決いたします。

常任委員長報告のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

（賛成者起立）

○議長（三瓶利野） 起立多数であります。よって、認定第３９号については、常任委員長報

告のとおり認定することに決しました。

日程第６２ 認定第４０号 平成１６年度田村市国民健康保険特別会計歳入歳出

決算認定について

○議長（三瓶利野） 日程第６２、認定第４０号 平成１６年度田村市国民健康保険特別会計歳入

歳出決算認定についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。

討論の通告がありますので、発言を許します。２番木村高雄君。木村高雄君。

（２番 木村高雄議員 登壇）

○２番（木村高雄） 認定第４０号 平成１６年度田村市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認

定について反対討論を行います。

本議案についても、３月議会において、短期証明書 ３０７世帯、資格証明書が４０世帯に発

行されており、事実上このことは、国民健康保険証の取り上げで病院にかかれない、かか

りづらいという状況も生まれております。収入がなくても生活がどんなに大変でも保険料

を払わなければ保険証を交付しないというのは、およそ社会保障の理念からもかけ離れた

ことであり、国民健康保険証はまさに命綱であり、これを断ち切ることは許せないと国民

－２８０－



健康保険証を交付すべきと改善を求めましたが、短期資格証明書が同様に発行されている

というのが認定４０号に対する反対の理由であります。

さて、今回、常任委員会で明らかになったことは、田村市の国保の基金が県内１１市の中

で断トツ１位であります。長引く不況、悪化する経済状況の中で生活していくのは大変だ

という市民の声、国保税が高くて、払いたくても払えない、払うのが大変だという加入者

のために、国保の基金を活用して国保税を引き下げることは今後の重要な課題だというこ

とを申し上げて、私の討論を終わります。

○議長（三瓶利野） 次に、賛成討論の発言を許します。２８番村上好治君。

（２８番 村上好治議員 登壇）

○２８番（村上好治） 認定第４０号 平成１６年度田村市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認

定について賛成討論を行います。

短期保険証は発行すべきでないとの考えで、予算が１カ月でも執行されたということで

の反対討論でありましたが、委員会審議においては、賛成多数により可決認定されました

ので報告し、賛成討論といたします。

○議長（三瓶利野） ほかに討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） なしと認めます。以上で討論を終結いたします。

○議長（三瓶利野） 本案は、起立によって採決いたします。

常任委員長報告のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

（賛成者起立）

○議長（三瓶利野） 起立多数であります。よって、認定第４０号については、常任委員長報

告のとおり認定することに決しました。

日程第６３ 認定第４１号 平成１６年度田村市簡易水道事業特別会計歳入歳出

決算認定について

○議長（三瓶利野） 日程第６３、認定第４１号 平成１６年度田村市簡易水道事業特別会計歳入

歳出決算認定についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）
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○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

常任委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は常任委員長報告のとおり認定す

ることに決しました。

日程第６４ 認定第４２号 平成１６年度田村市滝根町観光事業特別会計歳入歳

出決算認定について

○議長（三瓶利野） 日程第６４、認定第４２号 平成１６年度田村市滝根町観光事業特別会計歳

入歳出決算認定についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

常任委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は常任委員長報告のとおり認定す

ることに決しました。
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日程第６５ 認定第４３号 平成１６年度田村市都路町観光事業特別会計歳入歳

出決算認定について

○議長（三瓶利野） 日程第６５、認定第４３号 平成１６年度田村市都路町観光事業特別会計歳

入歳出決算認定についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

常任委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は常任委員長報告のとおり認定す

ることに決しました。

日程第６６ 認定第４４号 平成１６年度田村市農業集落排水事業特別会計歳入

歳出決算認定について

○議長（三瓶利野） 日程第６６、認定第４４号 平成１６年度田村市農業集落排水事業特別会計

歳入歳出決算認定についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。
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○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

常任委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は常任委員長報告のとおり認定す

ることに決しました。

日程第６７ 認定第４５号 平成１６年度田村市宅地造成特別会計歳入歳出決算

認定について

○議長（三瓶利野） 日程第６７、認定第４５号 平成１６年度田村市宅地造成特別会計歳入歳出

決算認定についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

常任委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は常任委員長報告のとおり認定す

ることに決しました。

日程第６８ 認定第４６号 平成１６年度田村市公共下水道事業特別会計歳入歳

出決算認定について

○議長（三瓶利野） 日程第６８、認定第４６号 平成１６年度田村市公共下水道事業特別会計歳

入歳出決算認定についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）
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○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

常任委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は常任委員長報告のとおり認定す

ることに決しました。

日程第６９ 認定第４７号 平成１６年度田村市授産場事業特別会計歳入歳出決

算認定について

○議長（三瓶利野） 日程第６９、認定第４７号 平成１６年度田村市授産場事業特別会計歳入歳

出決算認定についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

常任委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は常任委員長報告のとおり認定す

ることに決しました。
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日程第７０ 認定第４８号 平成１６年度田村市総合福祉センター特別会計歳入

歳出決算認定について

○議長（三瓶利野） 日程第７０、認定第４８号 平成１６年度田村市総合福祉センター特別会計

歳入歳出決算認定についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

常任委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は常任委員長報告のとおり認定す

ることに決しました。

日程第７１ 認定第４９号 平成１６年度田村市船引東部地区土地区画整理事業

特別会計歳入歳出決算認定について

○議長（三瓶利野） 日程第７１、認定第４９号 平成１６年度田村市船引東部地区土地区画整理

事業特別会計歳入歳出決算認定についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。
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○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

常任委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は常任委員長報告のとおり認定す

ることに決しました。

日程第７２ 認定第５０号 平成１６年度田村市診療所事業特別会計歳入歳出決

算認定について

○議長（三瓶利野） 日程第７２、認定第５０号 平成１６年度田村市診療所事業特別会計歳入歳

出決算認定についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

常任委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は常任委員長報告のとおり認定す

ることに決しました。

日程第７３ 認定第５１号 平成１６年度田村市歯科診療所事業特別会計歳入歳

出決算認定について

○議長（三瓶利野） 日程第７３、認定第５１号 平成１６年度田村市歯科診療所事業特別会計歳

入歳出決算認定についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

－２８７－



○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

常任委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は常任委員長報告のとおり認定す

ることに決しました。

日程第７４ 認定第５２号 平成１６年度田村市老人保健特別会計歳入歳出決算

認定について

○議長（三瓶利野） 日程第７４、認定第５２号 平成１６年度田村市老人保健特別会計歳入歳出

決算認定についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

常任委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は常任委員長報告のとおり認定す

ることに決しました。
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日程第７５ 認定第５３号 平成１６年度田村市介護保険特別会計歳入歳出決算

認定について

○議長（三瓶利野） 日程第７５、認定第５３号 平成１６年度田村市介護保険特別会計歳入歳出

決算認定についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

常任委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は常任委員長報告のとおり認定す

ることに決しました。

日程第７６ 認定第５４号 平成１６年度田村市水道事業会計歳入歳出決算認定

について

○議長（三瓶利野） 日程第７６、認定第５４号 平成１６年度田村市水道事業会計歳入歳出決算

認定についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。
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○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

常任委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は常任委員長報告のとおり認定す

ることに決しました。

昼食休憩のため休議いたします。

再開は、午後１時といたします。

午前１１時５６分 休議

午後 １時３０分 再開

○議長（三瓶利野） 再開いたします。

休議前に引き続き会議を開きます。

申し上げます。

３４番松本熊吉君は、本日午後欠席する旨の届け出がありましたので、報告いたします。

日程第７７ 付託議案の特別委員会審査結果報告

○議長（三瓶利野） 日程第７７、付託議案の特別委員会審査結果報告を行います。

決算審査特別委員会に付託しておりました認定第４号から認定第３８号までの３５議案につ

いて、決算審査特別委員長から審査結果の報告を求めます。決算審査特別委員長松崎 功

君。松崎決算審査特別委員長。

（決算審査特別委員長 松崎 功登壇）

○決算審査特別委員長（松崎 功） 議長のお許しをいただきましたので、決算審査特別委

員会の審査報告を行います。

なお、報告書中、認定の件名につきましては割愛をさせていただきまして、何号、何号

でさせていただきますことをお許しいただきたいと思います。

決算審査特別委員会審査報告を行います。

本委員会は、９月１４日の本会議において設置され、付託を受けた認定第４号 平成１６年

度滝根町一般会計歳入歳出決算認定についてから、認定第３８号 平成１６年度船引町公共下

水道事業特別会計歳入歳出決算認定についてまでの３５件について、各旧町村ごとに決算審

査特別委員会を設置し、それぞれ９月１５日に各行政局におきまして、一斉に決算審査特別
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小委員会を開催し、正副委員長の選出を行い、付託案件の審査を実施いたしました。

その結果については、配付してあります「小委員会審査報告書」のとおりであります。

ここで、各決算審査特別委員会の審査概要について申し上げます。

初めに、旧滝根町決算審査特別小委員会においては、付託案件、認定第４号 平成１６年

度滝根町一般会計歳入歳出決算認定についてから認定第１２号 平成１６年度滝根町宅地造成

特別会計歳入歳出決算認定についてまでの９件について慎重審査の結果、認定第４号、認

定第５号、認定第６号、認定第７号、認定第８号、認定第９号、認定第１０号、認定第１１号、

認定第１２号について、それぞれ認定すべきものと決定いたしました。

続きまして、旧大越町決算審査特別小委員会においては、付託案件、認定第１３号 平成

１６年度大越町一般会計歳入歳出決算認定についてから、認定第１６号 平成１６年度大越町介

護保険特別会計歳入歳出決算認定についてまでの４件について慎重審査の結果、認定第１３

号、認定第１４号、認定第１５号、認定第１６号について、それぞれ認定すべきものと決定いた

しました。

続きまして、旧都路村決算審査特別小委員会においては、付託案件、認定第１７号 平成

１６年度都路村一般会計歳入歳出決算認定についてから、認定第２４号 平成１６年度都路村観

光事業特別会計歳入歳出決算認定についてまでの８件について慎重審査の結果、認定第１７

号、認定第１８号、認定第１９号、認定第２０号、認定第２１号、認定第２２号、認定第２３号、認定

第２４号について、それぞれ認定すべきものと決定いたしました。

続きまして、旧常葉町決算審査特別小委員会においては、付託案件、認定第２５号 平成

１６年度常葉町一般会計歳入歳出決算認定についてから、認定第３０号 平成１６年度常葉町介

護保険特別会計歳入歳出決算認定についてまでの６件について慎重審査の結果、認定第２５

号、認定第２６号、認定第２７号、認定第２８号、認定第２９号、認定第３０号について、それぞれ

認定すべきものと決定いたしました。

続きまして、旧船引町決算審査特別小委員会においては、付託案件、認定第３１号 平成

１６年度船引町一般会計歳入歳出決算認定についてから、認定第３８号 平成１６年度船引町公

共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定についてまでの８件について慎重審査の結果、認

定第３１号、認定第３２号、認定第３３号、認定第３４号、認定第３５号、認定第３６号、認定第３７号、

認定第３８号について、それぞれ認定すべきものと決定いたしました。

各旧５町村決算審査特別小委員会、それぞれ全員一致の認定であります。

決算審査特別委員長報告に対する質疑につきましては、各決算審査特別小委員長に答弁
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をいたさせます。

なお、各決算審査特別小委員会での主な意見等につきましては、別紙「各決算審査特別

小委員会意見等一覧」のとおりでありますので、ごらんをいただきたいと思います。

本決算審査特別委員会は、田村市合併前の旧５町村の１１カ月分の決算ということで、最

初で最後となる決算審査でありました。これまで、それぞれの町村で議決機関の一員とし

てかかわってきた議員が、その立場と責任を自覚し、施策にしっかりと反映させていくこ

とこそが決算審査が意義あるものになると確信しております。今後、行政、議会、それぞ

れの立場で認識をしていただくことをお願いし、決算審査特別委員長としての報告をさせ

ていただきますので、慎重審議の上、御認定いただきますようお願いを申し上げます。

○議長（三瓶利野） これをもちまして決算審査特別委員会審査結果の報告を終わります。

日程第７８ 認定第４号 平成１６年度滝根町一般会計歳入歳出決算認定につい

て

○議長（三瓶利野） 日程第７８、認定第４号 平成１６年度滝根町一般会計歳入歳出決算認定

についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

決算審査特別委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は決算審査特別委員長報告のとお

り認定することに決しました。

日程第７９ 認定第５号 平成１６年度滝根町国民健康保険特別会計歳入歳出決
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算認定について

○議長（三瓶利野） 日程第７９、認定第５号 平成１６年度滝根町国民健康保険特別会計歳入

歳出決算認定についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

決算審査特別委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は決算審査特別委員長報告のとお

り認定することに決しました。

日程第８０ 認定第６号 平成１６年度滝根町老人保健特別会計歳入歳出決算認

定について

○議長（三瓶利野） 日程第８０、認定第６号 平成１６年度滝根町老人保健特別会計歳入歳出

決算認定についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。
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決算審査特別委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は決算審査特別委員長報告のとお

り認定することに決しました。

日程第８１ 認定第７号 平成１６年度滝根町介護保険特別会計歳入歳出決算認

定について

○議長（三瓶利野） 日程第８１、認定第７号 平成１６年度滝根町介護保険特別会計歳入歳出

決算認定についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

決算審査特別委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は決算審査特別委員長報告のとお

り認定することに決しました。

日程第８２ 認定第８号 平成１６年度滝根町観光事業特別会計歳入歳出決算認

定について

○議長（三瓶利野） 日程第８２、認定第８号 平成１６年度滝根町観光事業特別会計歳入歳出

決算認定についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。
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○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

決算審査特別委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は決算審査特別委員長報告のとお

り認定することに決しました。

日程第８３ 認定第９号 平成１６年度滝根町簡易水道事業特別会計歳入歳出決

算認定について

○議長（三瓶利野） 日程第８３、認定第９号 平成１６年度滝根町簡易水道事業特別会計歳入

歳出決算認定についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

決算審査特別委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は決算審査特別委員長報告のとお

り認定することに決しました。

日程第８４ 認定第１０号 平成１６年度滝根町公共下水道事業特別会計歳入歳
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出決算認定について

○議長（三瓶利野） 日程第８４、認定第１０号 平成１６年度滝根町公共下水道事業特別会計歳

入歳出決算認定についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

決算審査特別委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は決算審査特別委員長報告のとお

り認定することに決しました。

日程第８５ 認定第１１号 平成１６年度滝根町農業集落排水事業特別会計歳入

歳出決算認定について

○議長（三瓶利野） 日程第８５、認定第１１号 平成１６年度滝根町農業集落排水事業特別会計

歳入歳出決算認定についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。
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決算審査特別委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は決算審査特別委員長報告のとお

り認定することに決しました。

日程第８６ 認定第１２号 平成１６年度滝根町宅地造成特別会計歳入歳出決算

認定について

○議長（三瓶利野） 日程第８６、認定第１２号 平成１６年度滝根町宅地造成特別会計歳入歳出

決算認定についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

決算審査特別委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は決算審査特別委員長報告のとお

り認定することに決しました。

日程第８７ 認定第１３号 平成１６年度大越町一般会計歳入歳出決算認定につ

いて

○議長（三瓶利野） 日程第８７、認定第１３号 平成１６年度大越町一般会計歳入歳出決算認定

についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。
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○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

決算審査特別委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は決算審査特別委員長報告のとお

り認定することに決しました。

日程第８８ 認定第１４号 平成１６年度大越町老人保健特別会計歳入歳出決算

認定について

○議長（三瓶利野） 日程第８８、認定第１４号 平成１６年度大越町老人保健特別会計歳入歳出

決算認定についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

決算審査特別委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は決算審査特別委員長報告のとお

り認定することに決しました。

日程第８９ 認定第１５号 平成１６年度大越町国民健康保険特別会計歳入歳出
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決算認定について

○議長（三瓶利野） 日程第８９、認定第１５号 平成１６年度大越町国民健康保険特別会計歳入

歳出決算認定についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

決算審査特別委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は決算審査特別委員長報告のとお

り認定することに決しました。

日程第９０ 認定第１６号 平成１６年度大越町介護保険特別会計歳入歳出決算

認定について

○議長（三瓶利野） 日程第９０、認定第１６号 平成１６年度大越町介護保険特別会計歳入歳出

決算認定についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。
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決算審査特別委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は決算審査特別委員長報告のとお

り認定することに決しました。

日程第９１ 認定第１７号 平成１６年度都路村一般会計歳入歳出決算認定につ

いて

○議長（三瓶利野） 日程第９１、認定第１７号 平成１６年度都路村一般会計歳入歳出決算認定

についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

決算審査特別委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は決算審査特別委員長報告のとお

り認定することに決しました。

日程第９２ 認定第１８号 平成１６年度都路村診療所特別会計歳入歳出決算認

定について

○議長（三瓶利野） 日程第９２、認定第１８号 平成１６年度都路村診療所特別会計歳入歳出決

算認定についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。
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○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

決算審査特別委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は決算審査特別委員長報告のとお

り認定することに決しました。

日程第９３ 認定第１９号 平成１６年度都路村歯科診療所特別会計歳入歳出決

算認定について

○議長（三瓶利野） 日程第９３、認定第１９号 平成１６年度都路村歯科診療所特別会計歳入歳

出決算認定についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

決算審査特別委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は決算審査特別委員長報告のとお

り認定することに決しました。

日程第９４ 認定第２０号 平成１６年度都路村国民健康保険特別会計歳入歳出
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決算認定について

○議長（三瓶利野） 日程第９４、認定第２０号 平成１６年度都路村国民健康保険特別会計歳入

歳出決算認定についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

決算審査特別委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は決算審査特別委員長報告のとお

り認定することに決しました。

日程第９５ 認定第２１号 平成１６年度都路村老人保健特別会計歳入歳出決算

認定について

○議長（三瓶利野） 日程第９５、認定第２１号 平成１６年度都路村老人保健特別会計歳入歳出

決算認定についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。
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決算審査特別委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は決算審査特別委員長報告のとお

り認定することに決しました。

日程第９６ 認定第２２号 平成１６年度都路村介護保険特別会計歳入歳出決算

認定について

○議長（三瓶利野） 日程第９６、認定第２２号 平成１６年度都路村介護保険特別会計歳入歳出

決算認定についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

決算審査特別委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は決算審査特別委員長報告のとお

り認定することに決しました。

日程第９７ 認定第２３号 平成１６年度都路村簡易水道特別会計歳入歳出決算

認定について

○議長（三瓶利野） 日程第９７、認定第２３号 平成１６年度都路村簡易水道特別会計歳入歳出

決算認定についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。
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○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

決算審査特別委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は決算審査特別委員長報告のとお

り認定することに決しました。

日程第９８ 認定第２４号 平成１６年度都路村観光事業特別会計歳入歳出決算

認定について

○議長（三瓶利野） 日程第９８、認定第２４号 平成１６年度都路村観光事業特別会計歳入歳出

決算認定についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

決算審査特別委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は決算審査特別委員長報告のとお

り認定することに決しました。

日程第９９ 認定第２５号 平成１６年度常葉町一般会計歳入歳出決算認定につ
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いて

○議長（三瓶利野） 日程第９９、認定第２５号 平成１６年度常葉町一般会計歳入歳出決算認定

についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

決算審査特別委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は決算審査特別委員長報告のとお

り認定することに決しました。

日程第１００ 認定第２６号 平成１６年度常葉町国民健康保険特別会計歳入歳

出決算認定について

○議長（三瓶利野） 日程第 １００、認定第２６号 平成１６年度常葉町国民健康保険特別会計歳

入歳出決算認定についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。
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決算審査特別委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は決算審査特別委員長報告のとお

り認定することに決しました。

日程第１０１ 認定第２７号 平成１６年度常葉町簡易水道特別会計歳入歳出決

算認定について

○議長（三瓶利野） 日程第 １０１、認定第２７号 平成１６年度常葉町簡易水道特別会計歳入歳

出決算認定についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

決算審査特別委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は決算審査特別委員長報告のとお

り認定することに決しました。

日程第１０２ 認定第２８号 平成１６年度常葉町老人保健特別会計歳入歳出決

算認定について

○議長（三瓶利野） 日程第 １０２、認定第２８号 平成１６年度常葉町老人保健特別会計歳入歳

出決算認定についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。
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○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

決算審査特別委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は決算審査特別委員長報告のとお

り認定することに決しました。

日程第１０３ 認定第２９号 平成１６年度常葉町下水道特別会計歳入歳出決算

認定について

○議長（三瓶利野） 日程第 １０３、認定第２９号 平成１６年度常葉町下水道特別会計歳入歳出

決算認定についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

決算審査特別委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は決算審査特別委員長報告のとお

り認定することに決しました。

日程第１０４ 認定第３０号 平成１６年度常葉町介護保険特別会計歳入歳出決
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算認定について

○議長（三瓶利野） 日程第 １０４、認定第３０号 平成１６年度常葉町介護保険特別会計歳入歳

出決算認定についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

決算審査特別委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は決算審査特別委員長報告のとお

り認定することに決しました。

日程第１０５ 認定第３１号 平成１６年度船引町一般会計歳入歳出決算認定に

ついて

○議長（三瓶利野） 日程第 １０５、認定第３１号 平成１６年度船引町一般会計歳入歳出決算認

定についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。
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決算審査特別委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は決算審査特別委員長報告のとお

り認定することに決しました。

日程第１０６ 認定第３２号 平成１６年度船引町国民健康保険特別会計歳入歳

出決算認定について

○議長（三瓶利野） 日程第 １０６、認定第３２号 平成１６年度船引町国民健康保険特別会計歳

入歳出決算認定についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

決算審査特別委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は決算審査特別委員長報告のとお

り認定することに決しました。

日程第１０７ 認定第３３号 平成１６年度船引町老人保健特別会計歳入歳出決

算認定について

○議長（三瓶利野） 日程第 １０７、認定第３３号 平成１６年度船引町老人保健特別会計歳入歳

出決算認定についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。
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○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

決算審査特別委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は決算審査特別委員長報告のとお

り認定することに決しました。

日程第１０８ 認定第３４号 平成１６年度船引町介護保険特別会計歳入歳出決

算認定について

○議長（三瓶利野） 日程第 １０８、認定第３４号 平成１６年度船引町介護保険特別会計歳入歳

出決算認定についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

決算審査特別委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は決算審査特別委員長報告のとお

り認定することに決しました。

日程第１０９ 認定第３５号 平成１６年度船引町授産場特別会計歳入歳出決算

－３１０－



認定について

○議長（三瓶利野） 日程第 １０９、認定第３５号 平成１６年度船引町授産場特別会計歳入歳出

決算認定についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

決算審査特別委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は決算審査特別委員長報告のとお

り認定することに決しました。

日程第１１０ 認定第３６号 平成１６年度船引町総合福祉センター特別会計歳

入歳出決算認定について

○議長（三瓶利野） 日程第 １１０、認定第３６号 平成１６年度船引町総合福祉センター特別会

計歳入歳出決算認定についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。
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決算審査特別委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は決算審査特別委員長報告のとお

り認定することに決しました。

日程第１１１ 認定第３７号 平成１６年度船引町船引東部地区土地区画整理事

業特別会計歳入歳出決算認定について

○議長（三瓶利野） 日程第 １１１、認定第３７号 平成１６年度船引町船引東部地区土地区画整

理事業特別会計歳入歳出決算認定についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

決算審査特別委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は決算審査特別委員長報告のとお

り認定することに決しました。

日程第１１２ 認定第３８号 平成１６年度船引町公共下水道事業特別会計歳入

歳出決算認定について

○議長（三瓶利野） 日程第 １１２、認定第３８号 平成１６年度船引町公共下水道事業特別会計

歳入歳出決算認定についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。
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○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

決算審査特別委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は決算審査特別委員長報告のとお

り認定することに決しました。

日程第１１３ 陳情第１３号 田村市役所本庁舎の早期建設についての陳情書

○議長（三瓶利野） 日程第 １１３、陳情第１３号 田村市役所本庁舎の早期建設についての陳

情書を議題といたします。

常任委員長から審査結果の報告を求めます。総務企画常任委員長佐藤義博君。佐藤総務

企画常任委員長。

（総務企画常任委員長 佐藤義博登壇）

○総務企画常任委員長（佐藤義博） 御報告いたします。

定例会９日目の本会議において、総務企画常任委員会に付託されました陳情について審

査を行いましたので、その結果について報告いたします。

陳情第１３号、田村市船引町船引字五升車 １４６番地の２、田村市船引地域行政区長連合会

会長、星 達夫氏ほか７名から提出の、田村市役所本庁舎の早期建設についての陳情書に

ついては、本庁の組織体制は分散配置されており、事務処理の円滑な効率化が図られてい

ないので、本庁機能の充実を図るとともに、合併協定書及び新市建設計画を尊重し、早期

建設が実施されるべきとの点で、全員一致採択すべきものであると決しました。

以上で審査報告を終わります。御審議の上、御議決くださるよう、よろしくお願いいた

します。

○議長（三瓶利野） 常任委員長報告に対する質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。
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○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

常任委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は常任委員長報告のとおり採択す

ることに決しました。

日程第１１４ 陳情第１４号 農村活性化センターの畜産管理センター運営の継

続について

○議長（三瓶利野） 日程第 １１４、陳情第１４号 農村活性化センターの畜産管理センター運

営の継続についてを議題といたします。

常任委員長から審査結果の報告を求めます。総務企画常任委員長佐藤義博君。佐藤総務

企画常任委員長。

（総務企画常任委員長 佐藤義博登壇）

○総務企画常任委員長（佐藤義博） 御報告いたします。

定例会９日目の本会議において、総務企画常任委員会に付託されました陳情について審

査を行いましたので、その経過と結果について報告いたします。

陳情第１４号、田村市都路町古道字上の前５番地、都路町和牛改良組合長、宗像勝男氏ほ

か４名から提出の農村活性化センターの畜産管理センター運営の継続について、旧都路村

におきましては、畜産振興の拠点施設を目的に昭和５６年より事業を行ってまいったそうで

すが、平成１３年９月に、国内で初めてＢＳＥの発生があり、価格の低迷、風評被害などの

あおりで経営的にも厳しい状況となり、経営規模縮小、肥育素牛の導入もなく、平成１９年

度には廃止せざるを得ない状況にあります。

現在、借り入れている牧草地を返還しなければならない場合には、施設の撤去、植林な

どが必要となり、多額の財政負担が生ずることになります。継続する場合と廃止する場合

を委員会でももう少し調査研究をしなければならないため、継続審査とすることに決定い
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たしました。

以上で審査報告を終わります。御審議の上、御議決くださるよう、よろしくお願いいた

します。

○議長（三瓶利野） 常任委員長報告に対する質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

常任委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は常任委員長報告のとおり継続審

査とすることに決しました。

日程第１１５ 継続審査となっていた陳情の常任委員会審査結果報告

○議長（三瓶利野） 日程第 １１５、継続審査となっていた陳情の常任委員会審査結果報告を

行います。

常任委員長から審査結果の報告を求めます。文教常任委員長本田仁一君。本田文教常任

委員長。

（文教常任委員長 本田仁一登壇）

○文教常任委員長（本田仁一） 御報告いたします。

去る６月定例会において本委員会に付託され、継続審査となっておりました陳情第９号

義務教育費国庫負担制度の堅持と充実を求める陳情書についての審査経過並びに結果につ

いて御報告いたします。

陳情の内容は、２００６年度の国の予算編成における義務教育費国庫補助制度の堅持と充実

に向けて、政府に対し意見書提出を求めるものであります。

１６日の常任委員会審査において、本陳情の審査を行った結果、義務教育費国庫負担金の
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削減や廃止は、厳しい状況にある地方財政に深刻な影響を与えるとともに、教育水準の低

下や地域間格差を増大させる懸念がある。また、交付金化された場合についても、国によ

って抑制される懸念があるため、義務教育費国庫負担制度の堅持と充実を求めるべきとの

意見から採択すべきものと決しました。

以上で陳情第９号義務教育費国庫負担制度の堅持と充実を求める陳情書についての審査

報告を終わります。

○議長（三瓶利野） 常任委員長報告に対する質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

常任委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は常任委員長報告のとおり採択す

ることに決しました。

日程第１１６ 市議会議員選挙区制度に関する調査特別委員会調査結果報告

○議長（三瓶利野） 日程第 １１６、市議会議員選挙区制度に関する調査特別委員会調査結果

報告を行います。

市議会議員選挙区制度に関する調査特別委員長から調査結果の報告を求めます。市議会

議員選挙区制度に関する調査特別委員長宗像公一君。宗像市議会議員選挙区制度に関する

調査特別委員長。

（市議会議員選挙区制度に関する調査特別委員長 宗像公一登壇）

○市議会議員選挙区制度に関する調査特別委員長（宗像公一） 市議会議員選挙区制度に関

する調査特別委員会の調査結果報告と若干の審議経過の御報告を申し上げたいと思います。

案文につきましては、御配付のとおり、平成１８年４月３０日に任期満了となる在任特例適
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用後の最初に行われる市議会議員選挙に限り、公職選挙法（昭和２５年法律第 １００号）第１５

条第６項の規定に基づき、旧町村の区域をもって選挙区を設けるものとする。

各選挙区において選挙すべき議員の定数は、公職選挙法第１５条第８項の規定に基づき、

旧町村ごとの人口比例により配分する。

人口については、直近の国勢調査の数字によるものとする。

こういう結論でございます。

本委員会は、６月定例会におきまして、１７名の委員をもって設置されまして、正副委員

長互選の会議を含め、報告案文の取りまとめまで合計７回の会議を持ち、鋭意調査を進め

てまいりました。

調査の結果、ただいま申し上げましたような結論に達したわけでございますが、人口に

ついては、直近の国勢調査の数字によるものとする。これは、具体的には、この数字によ

りますと、直近の国勢調査というのは平成１２年の国勢調査人口をもとにすることになって

おりまして、その当時、合計で４万 ５，０５２人。それぞれの旧町村の人口を申し上げますと、

滝根町 ５，４５７人、大越町 ５，７９１人、都路村 ３，３３７人、常葉町 ６，５４７人、船引町２万 ３，９２０

人。こういうことになりまして、議員１人に対する人口につきましては、１，７３２．７７という

ことになります。それをもとに議員定数の配当基数といたしましては、滝根町が３．１４９３、

大越町３．３４２０、都路村１．９２５８、常葉町３．７７８３、船引町 １３．８０４５ということになりまして、

具体的に申し上げますと、議席につきましては、滝根３人、大越３人、都路２人、常葉４

人、船引１４人ということになります。これにつきまして、議員１人１票の格差につきまし

ては、常葉町を １．０００とした場合に、滝根町 １．１１１、大越町 １．１７９、都路村 １．０２０、船引

町 １．０４４、こういった数字になるものでございます。

なお、補足して審議経過を要約して申し上げますが、６月定例会において特別委員会が

設置され、正副委員長を互選した会議の後、１回目の会議になります７月１１日は、調査の

進め方について協議し、２回目の会議は７月２５日、各委員の方々から意見を表明していた

だき、その要約録を各会派に持ち帰り、御協議をいただきました。３回目の会議は８月８

日に行い、各会派の基本的な姿勢を明らかにしていただきながら、その理由についても表

明をいただき、選挙区を設けた場合の各選挙区の議員定数の資料を配付して、各会派で再

び御協議を願いました。４回目は、さらに突っ込んだ意見の交換を行いながら、クラスタ

ー方式、過疎地への配慮、１票の格差、激変緩和措置、在任特例後の選挙である、田村市

としての一体感などの論点を詳しく検証いたしました。特別委員会として、全会一致の成
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案を求める観点から各種意見を総合的に勘案し、委員長より旧町村ごとの人口比例による

選挙区選挙という調停案を提示し、これを各会派にて３度目の御協議をお願いいたしまし

た。その結果、８月２９日、午後５時より第５回の委員会を開催いたし、それぞれの会派か

ら大変な譲歩をいただき、大変な苦渋の大英断をもって全会一致にて当初の結論に達した

次第であります。

議員各位の御寛容・御理解、特別委員会全会一致という結論を尊重の上、御議決賜りま

すようお願いを申し上げ、特別委員長の報告とさせていただきます。

○議長（三瓶利野） 特別委員長報告に対する質疑に入ります。質疑ありませんか。１１番永

山 弘君。

○１１番（永山 弘） ただいま委員長の報告を受けましたけれども、私も、合併前の協議会

委員でございました。事情がございまして途中で委員を辞任いたしましたが、その際に、

この選挙制度の委員にもなっておりましたが、一番最初に出たのが、今、委員長報告した

ように、人口比例、船引町が１４、常葉４、大越・滝根が３・３、都路が２という話が出ま

した。そのときに、「これは対等合併なんでしょう」と。「船引町に吸収合併ならば、船

引が過半数をとっても、３分の２をとっても私は何も申しません。対等合併、なおさらク

ラスター方式でいくんだというときに、議会の過半数を１町村が占めるのは全く私には理

解できないから、その人口比例というものを見直すことはできないのか県なり国に確認を

してくれ」ということで、恐らく総務省からもその回答が来ていると思いますので、委員

長でも結構です。もしくは、その当時の協議会の事務局長でも結構ですから、それを朗読

してください。お願いします。

○議長（三瓶利野） ただいまの質疑に対して宗像市議会選挙区制度に関する調査特別委員

長の答弁を求めます。宗像市議会選挙区制度に関する調査特別委員長。

○市議会議員選挙区制度に関する調査特別委員長（宗像公一） ただいま、永山委員から、

船引町が人口比例でいくと過半数になっちゃうじゃないかと、こういうことについて総務

省の見解はどうだということでございますが、合併協議会の話でございます。合併協議会

につきましては、結論が出なかったということで、私どもの特別委員会にこれが付託され

ておったと。要するに、合併協議会では、結論が出なかったということなんですね。その

折に、総務省の方に問い合わせておりまして、その資料につきましては、特別委員会にお

いても検討させていただきました。

それによりますと、市議会議員選挙に係る選挙区の設置について、総務省に電話照会し
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た結果、これは、県の選管に問い合わせたところ、総務省の見解を求めたと、電話で照会

したということでございます。これは、永山議員、御承知のとおりでございます。

これについての質疑応答につきましては、「本事例、つまり、市町村合併による新市の

設置、議会議員について在任特例を持ち、特例期間経過後、選挙区を設けて任期満了選挙

を実施するの場合、公選法施行令第９条で定める人口比例による定数配分の例外事由には

当たらないと考えられる。よって、定数配分を人口比例によらず行うには、公選法第１５条

第８項ただし書きの特別な事情に該当していることが必要であると思うがどうか」と、こ

ういう問いに対しまして、「施行令第９条を根拠にした場合、直ちに違法となるわけでは

ないが、法の趣旨に照らして適当ではない。法第１５条第８項ただし書きを根拠とするのが

望ましい」というようなことで回答を得ておりまして、あと、さらに、問２としまして、

「過去の選挙時報に、法第１５条第８項ただし書きの特別な事情とは、過疎現象を指すとの

解釈があるが、これは昭和４５年９月の質疑であるが、現在も解釈に変更ないか」。また、

「過疎町村に該当する旧町村単位の選挙区の定数を一定程度増加させようとする場合、過

疎現象があると判断する際の指標や人口比例しないで配分する場合の議員１人当たりの人

口の格差、上限等はあるか」との問いに関しましては、前段について、「法第１５条第８項

ただし書きの規定は、これは昭和４４年の制定当時、急激な都市化を背景に、地域間の実質

的均衡を図るための手段として認められたものであり、過疎現象のみを指すとの解釈を示

したものであるが、現在においては社会状況も変化しており、特別な事情は、過疎現象の

みに限定されないと解する。ただし、特別な事情と認めるには、相当の合理性が必要であ

る」。後段については、「総務省としては、特別な事情の具体例、指標及び具体的な数値

は示さない。各団体の議会等で地域の事情に照らして判断してもらうしかない。なお、過

去ある団体から、定数配分に伴う議員同士のあつれきをなくすために定めた案を用いるこ

とはどうかとの照会があったが、このような理由は合理性があるとは言えないと回答した

ことがある」とのこと。これが合併協議会におけるこの電話照会の結果の資料でございま

す。

したがいまして、こういったことで、その後、実は、この問題につきましては、特別委

員会でも議論になった点でございます。委員の方から御発言がありまして、これにつきま

しては、県の選管に照会をしております。その中で、人口比例というのが１５条８項の本文

の部分であります。これは人口比例によるというふうに本文に書いてございます。したが

って、それによって人口の多い町村が自動的に過半数を占めた場合でも、それは何ら問題
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のあるものではないという回答を得ているものでございます。

以上、答弁とさせていただきます。

○議長（三瓶利野） １１番永山 弘君。

○１１番（永山 弘） 今、委員長から説明を伺いましたけれども、特別な事情と。事情があ

る場合にはこの限りではないという回答だと思うんです。参考に、その回答の下に、在任

特例を使った新設合併の場合、合併後、最初に行う一般選挙は適用することが適当でない

と書かれているということは、人口比例をもとに選挙をすることは適当でないという解釈

だと私はしております。しかし、ここで反対討論をする考えはございません、特別委員会

で７回も８回も審議をしているわけですから。また、皆さんに反対討論をして御迷惑をか

ける気は毛頭ございません。ただ、いかんせん、私は、そういう１町村が過半数を占める

というような裁定には、この議場にはいたくございませんから、退席をさせていただいて、

その後に採決をお願いします。

（１１番 永山 弘議員 退席）

○議長（三瓶利野） ほかに質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） ないものと認め、質疑を終結いたします。

申し上げます。

１１番永山 弘君は、ただいま退席をいたしました。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

本件は、起立によって採決いたします。

特別委員長報告のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

（賛成者起立）

○議長（三瓶利野） 起立多数であります。よって、本件は特別委員長報告のとおり決定い

たしました。

暫時休議いたします。
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再開の時刻については、追ってお知らせをいたします。

午後２時２３分 休議

（１１番 永山 弘議員 着席）

午後２時５０分 再開

○議長（三瓶利野） 休議前に引き続き会議を再開いたします。

申し上げます。

１１番永山 弘君は、再入場いたしておりますので御報告申し上げます。

追加議案の取り扱いについて、議会運営委員会において協議されましたので、その結果

について議会運営委員長より報告を求めます。議会運営委員長安藤嘉一君。安藤議会運営

委員長。

（議会運営委員長 安藤嘉一登壇）

○議会運営委員長（安藤嘉一） 先ほど議会運営委員会が開催されましたので、御報告申し

上げます。

議会運営委員会を開催いたしましたので、議会運営委員会の協議の結果について御報告

申し上げます。

市長から提出されました議案第 １１７号 平成１７年度田村市一般会計補正予算（第３号）

並びに発議第１５号 義務教育費国庫負担制度の堅持と充実を求める意見書の提出について

及び発議第１６号 田村市議会議員選挙区設置条例の制定については、協議の結果、日程に

追加することに決定いたしました。

以上報告を終わります。

○議長（三瓶利野） ただいま、議会運営委員長から報告がありました。

議会運営委員長報告に対する質疑を許します。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。

委員長報告のとおり、日程第１、議案 １１７号から日程第３、発議第１６号までを日程に追

加し、直ちに議題とすることにしたいと思いますが、これに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、議事日程（第６号の追加１）のとおり、
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日程第１、議案第 １１７号から日程第３、発議第１６号までを日程に追加し、直ちに議題とす

ることに決定いたしました。

追加日程第１ 議案第１１７号 平成１７年度田村市一般会計補正予算（第３号）

について

○議長（三瓶利野） 追加日程第１、議案第 １１７号 平成１７年度田村市一般会計補正予算

（第３号）についてを議題といたします。

この際、議案の朗読は省略いたします。

提出者から提案理由の説明を求めます。冨塚市長。

○市長（冨塚宥 ） 議案第 １１７号 平成１７年度田村市一般会計補正予算について御説明申

し上げます。

本案は、８月２５日から２６日にかけての台風１１号及び９月６日から７日にかけての台風１４

号、また、８月１６日に発生いたしました宮城県沖の地震、さらには８月１９日及び９月１４日

の落雷により被害のありました道路、公共施設などの災害復旧に要する経費など、早急に

対応が必要な経費を補正しようとするものであります。

今回の補正は、既定の歳入歳出予算の総額に １，３００万 ９，０００円を追加し、歳入歳出予算

の総額を ２０２億 ９，２３６万 ２，０００円にしようとするものであります。

歳入につきましては、災害復旧費に係る分担金、国庫支出金、災害復旧債など、 １，３００

万 ９，０００円を追加し、歳出につきましては、災害復旧費などに ２，１６２万 ６，０００円を追加し、

予備費を ８６１万 ７，０００円減額するものであります。

以上、追加して御提案申し上げました議案の大要について御説明申し上げましたが、所

管部長より補足して御説明いたさせます。慎重御審議の上、御議決賜りますようお願い申

し上げます。

○議長（三瓶利野） 本案に対して総務部長から補足説明を求めます。相良総務部長。

○総務部長（相良昭一） 議案第 １１７号 平成１７年度田村市一般会計補正予算について、補

足して御説明を申し上げます。

補正予算説明書の事項別明細書により御説明を申し上げます。

８ページをお開き願います。

まず、歳入でありますが、第１１款分担金及び負担金に３５万円を追加いたします。これは、

台風１１号により農地災害復旧事業に係る受益者分担金であります。
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第１３款国庫支出金に ３３３万 ５，０００円を追加いたします。これは、台風１１号による公共土

木施設災害復旧費負担金であります。

第１４款県支出金に ４６４万円を追加いたします。これは、農林水産施設災害復旧費補助金

であります。

第１９款諸収入 １２８万 ４，０００円の追加は、落雷による設備災害の火災共済金であります。

第２０款市債に ３４０万円を追加いたします。これは、公共土木施設災害復旧事業債及び農

業施設災害復旧事業債であります。

次に、歳出、１０ページをお願いいたします。

第２款総務費に５４万 １，０００円を追加いたします。これは、８月１６日に発生いたしました

宮城県沖の地震に被災いたしました大越行政局玄関トップライト修繕料であります。

第７款商工費には、 １２８万 ５，０００円を追加いたします。これは、落雷により被災した常

葉スカイパレス水道施設修繕料であります。

第１１款災害復旧費第１項農林水産施設災害復旧費に ８２８万円を追加いたします。これは、

台風１１号により被災した農道、水路など、施設９カ所と農地１カ所の農地災害復旧事業費

であります。

第２項公共土木施設災害復旧費 １，１５２万円の追加は、台風１１号及び台風１４号により被災

した市道４４カ所の公共土木施設災害復旧費であります。

第１４款予備費を ８６１万 ７，０００円減額いたします。

以上、補足説明といたします。

○議長（三瓶利野） これをもって補足説明を終わります。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。

ただいま議題となっております議案 １１７号 平成１７年度田村市一般会計補正予算（第３

号）については、会議規則第３７条第２項の規定により委員会付託を省略したいと思います。

これに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、議案第 １１７号については、委員会付託

を省略することに決しました。
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○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

本案は、原案のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。

追加日程第２ 発議第１５号 義務教育費国庫負担制度の堅持と充実を求める意

見書の提出について

○議長（三瓶利野） 追加日程第２、発議第１５号 義務教育費国庫負担制度の堅持と充実を

求める意見書の提出についてを議題といたします。

職員に議案を朗読させます。事務局書記。

○事務局書記（渡辺新一） では、朗読いたします。

発議第１５号

義務教育費国庫負担制度の堅持と充実を求める意見書の提出について

田村市議会会議規則第１４条の規定により、別紙のとおり提出いたします。

平成１７年９月２６日提出

提出者 田村市議会議員 吉 田 豊

賛成者 田村市議会議員 佐 藤 貴 夫

賛成者 田村市議会議員 新 田 秋 次

賛成者 田村市議会議員 吉 田 文 夫

賛成者 田村市議会議員 早 川 栄 二

賛成者 田村市議会議員 村 越 崇 行

次のページになります。
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義務教育費国庫負担制度の堅持と充実を求める意見書（案）

２００５年は教育基本法施行５８周年にあたり、その理念・精神を生かしていかなければ

ならない。特に、第１０条に沿って教育行政は、教育諸条件の整備確立を進めていくべき

である。

義務教育費国庫負担制度は、国民の教育を受ける権利を保障するため、「国が必要な経

費を負担することにより、教育の機会均等とその水準の維持向上を図ることを目的とす

る」（義務教育費国庫負担法第１条）とし制定され、今日まで義務教育の発展・向上のた

めに大きな役割を果してきた。

しかるに、１９８５年度の予算編成以来、国の財政再建や国と地方の役割分担などを理

由として、毎年国庫負担制度の見直しが問題とされ、制度が後退させられてきた。

一方、このような中で学校事務職員・栄養職員給与費の適用除外については、県議会や

市町村議会から多数の反対意見書、地方自治体当局からの上申書などによって、これまで

２０年以上毎年適用除外が見送られてきた。

しかし、首相の諮問機関である経済財政諮問機関会議や地方分権改革会議などから、

「学校事務職員・栄養職員の義務教育費国庫負担の適用除外」だけでなく「義務教育費国

庫負担金すべてを最終的に一般財源化・交付金化する」や「税源移譲する」という強い提

言が出され、２００９年度まで国庫負担金を廃止する方向で検討が進められている。

これは、義務教育が果してきた役割を否定し、財政削減のみを追及している議論である。

「教育は人」と言われる中、義務教育の根幹をゆるがす大きな問題である。学校事務・栄

養職員の給与を含む教職員全体の人件費の適用除外は、義務教育費国庫負担制度そのもの

を崩壊へと導き、教育の充実と子どもたちの教育を受ける権利の保障を国みずからが放棄

するのに等しいものである。

国民の将来と国の未来のために、教育基本法第１０条に沿って、教育条件を充実させてい

かなければならない。

よって、本市議会では、政府に対し、義務教育費国庫負担制度の堅持と充実を強く要望

する。

以上、地方自治法第９９条に基づき、意見書を提出する。

平成１７年９月２６日

内閣総理大臣 様

総 務 大 臣 様
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財 務 大 臣 様

文部科学大臣 様

福島県田村市議会議長 三 瓶 利 野

以上で朗読を終わります。
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○議長（三瓶利野） 提出者吉田 豊君から提案理由の説明を求めます。吉田 豊君。

○５５番（吉田 豊） 提案理由の説明をさせていただきます。

本件、発議第１５号につきましては、義務教育費国庫負担制度の堅持と充実を求める意見

書の提出についてを求める陳情が採択されましたことを受け、陳情の趣旨にかんがみ、意

見書の提出につき、５名の賛成者とともに御提案するものでございます。

よろしく御審議のほど、お願いいたします。

○議長（三瓶利野） これをもって提案理由の説明を終わります。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

本案は、原案のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。

追加日程第３ 発議第１６号 田村市議会議員選挙区設置条例の制定について

○議長（三瓶利野） 追加日程第３、発議第１６号 田村市議会議員選挙区設置条例の制定に

ついてを議題といたします。

職員に議案を朗読させます。事務局書記。

○事務局書記（渡辺新一） では、朗読いたします。

発議第１６号

田村市議会議員選挙区設置条例の制定について

田村市議会会議規則第１４条の規定により、別紙のとおり提出いたします。

平成１７年９月２６日提出

提出者 田村市議会議員 宗 像 公 一
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賛成者 田村市議会議員 七 海 博

賛成者 田村市議会議員 橋 本 善 正

賛成者 田村市議会議員 松 本 道 男

賛成者 田村市議会議員 横 井 孝 嗣

賛成者 田村市議会議員 大和田 一 夫

賛成者 田村市議会議員 新 田 耕 司

次のページをごらんください。
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田村市議会議員選挙区設置条例

（選挙区の設置）

第１条 公職選挙法（昭和２５年法律第１００号）第１５条第６項の規定に基づき、田村

市議会議員の選挙のため、選挙区を設ける。

（各選挙区において選挙すべき議員の数）

第２条 選挙区及びその区域並びに各選挙区において選挙すべき議員の数は、次のとおり

とする。

選挙区、区域、選挙すべき議員の数の順に読み上げます。

第１選挙区、旧滝根町の区域、３人。第２選挙区、旧大越町の区域、３人。第３選挙区、

旧都路村の区域、２人。第４選挙区、旧常葉町の区域、４人。第５選挙区、旧船引町の区

域、１４人。

附 則

この条例は、公布の日から施行し、施行後最初に行われる選挙により選出される議会の

議員の任期に相当する期間に限り適用する。

以上で朗読を終わります。
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○議長（三瓶利野） 提出者宗像公一君から提案理由の説明を求めます。宗像公一君。

○６６番（宗像公一） 発議第１６号 田村市議会議員選挙区設置条例の制定について提案理由

の御説明を申し上げます。

先ほどの本会議におきまして、市議会議員選挙区制度に関する調査特別委員会調査結果

報告が報告書のとおり決定されましたので、公職選挙法第１５条第６項及び第８項の規定に

基づき、田村市議会議員選挙の選挙区及びその区域並びに各選挙区において選挙すべき議

員の数を定めるものでございます。

よろしく御審議の上、何とぞ御議決賜りますようお願い申し上げまして、提案理由の説

明とさせていただきます。

○議長（三瓶利野） これをもって提案理由の説明を終わります。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 質疑なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 討論なしと認めます。

○議長（三瓶利野） これより採決いたします。

本案は、原案のとおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（三瓶利野） 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。

○議長（三瓶利野） 以上で本定例会に付議された議案の審議は全部終了いたしました。

ここで、市長より発言があれば、これを許します。冨塚市長。

○市長（冨塚宥 ） ごあいさつと御礼を申し上げます。

平成１７年田村市議会９月定例会に当たりまして、議員の皆様には、公私とも御多用なと

ころ御出席を賜り、２１日間の会期をもちまして、御提案申し上げました田村市表彰条例の

制定や指定管理者制度に係る条例の一部改正、平成１７年度各会計補正予算及び平成１６年度

各会計歳入歳出決算の認定など並びに追加いたしました平成１７年度一般会計補正予算の
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１１２件の全議案につきまして、慎重なる御審議をいただき、原案のとおり御議決・御承認

を賜り、厚く御礼申し上げます。

本定例会におきましては、平成１７年２月２８日をもって旧町村が廃止され、新生田村市が

誕生したことに伴い、５町村ごとの決算認定３５件がありましたことから、決算審査特別委

員会を設置されるなど、多くの案件を御審議いただきましたことについて改めて御礼申し

上げます。今後の執行に当たりましては、十分議会の皆様の意を体しながら進めてまいる

所存でありますので、温かい御指導・御協力を賜りますようお願い申し上げます。

これから収穫の秋を迎え、農作業も一段と忙しくなってまいります。田村市の基幹作目

であります葉たばこ、水稲、野菜等につきましても、極めて順調に推移いたしており、市

民の皆様ともども豊穣の秋を迎えられることと思っております。また、日一日と寒さが加

わってまいります。どうか議員の皆様におかれまして、御健康に御留意くださいまして、

田村市の発展のために今後とも御活躍をいただきますようお願い申し上げ、ごあいさつと

御礼にかえる次第であります。まことにありがとうございました。

○議長（三瓶利野） 閉会に当たり、一言ごあいさつを申し上げます。

今定例会において、当局より提案されました案件は、合わせて １１２件という極めて多数

に上るものでありましたが、その審議に当たられた議員各位の精力的な取り組みにより、

いずれも妥当なる結論を得て、本日ここに議了することとなりました。議員各位並びに審

議に御協力をいただきました執行機関と関係者各位に厚く御礼を申し上げます。

本定例会において、特筆すべきは、現議員の在任特例期間満了により、来年４月に施行

れる当市議会議員の選挙にかかわる選挙制度の方向づけがなされたことであります。本件

については、特別委員会において真剣にして活発なる論議、討議、協議を経て取りまとめ

られ、本日議決されることとなったものでありますが、この間になされた特別委員会の正

副委員長を初め、委員各位の多大なる御労苦に対し改めて御礼を申し上げるものでありま

す。

また、今定例会後に実施されると思われます各委員会の視察研修に当たりましては、適

切にして確たる目的のもとに、より効果的な事業として実施されますよう切望いたします。

結びに、開会以来２１日間にわたり行われました９月定例会が全議案の審議を議了し、こ

こに無事閉会の運びとなりましたことに対し、各位に重ねて厚く御礼を申し上げ、閉会の

ごあいさつといたします。
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○議長（三瓶利野） これにて平成１７年田村市議会９月定例会を閉会といたします。

御苦労さまでした。

午後３時１３分 閉会

以上、地方自治法第１２３条第２項の規定によりここに署名する。

平成１７年９月２６日

議 長

署名議員

同
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